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北大文学部紀要 40-3(1992) 

『
論
一
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て
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『
論
一
語
』
の
こ
と
ぽ
が
漢
代
以
降
の
人
士
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
か
つ
白
己
の
思
想
表
現
の

た
め
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
来
た
か
と
い
う
テ

i
マ
を
掲
げ
、
若
干
の
章
ご
と
の
解
釈
史
を
書
い
て
来
た
。
そ
れ
ら
は
天
・
道
な
ど

私
は
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
、

自
然
観
に
関
す
る
も
の
、
性
・
仁
な
ど
人
間
観
に
関
す
る
も
の
、
知
・
聞
な
ど
真
理
観
に
関
す
る
も
の
に
分
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
知
・
聞

に
直
接
関
接
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

O 

『
論
語
』
朝
間
タ
死
章
に
つ
い
て
(
伊
藤
激
平
教
授
退
官
記
念
中
国
学
論
集
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
六
、
一
二
)

O 

『
論
語
』
与
固
執
愈
章
に
つ
い
て
(
東
方
学

七
四
、
東
方
学
会
、

一
九
八
七
、
七
)

O 

近
世
中
国
思
想
に
お
け
る
生
死
観

l
『
論
語
』
季
路
同
事
鬼
神
章
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

l
(印
度
哲
学
仏
教
学

教
学
会
、

四
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏

一
九
八
九
、

一O
)

O 

『
論
一
語
』
我
有
知
章
に
つ
い
て
(
漢
文
教
室

一
九
八
九
、

一
一
)

一
六
回
、
大
修
館
書
庖
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

O 

『
論
語
』
蓋
有
不
知
章
の
心
学
的
解
釈
に
つ
い
て
(
陽
明
学

三
、
二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所
、

一
九
九
て
三
)

O 

『
論
一
語
』
曽
子
一
貫
章
に
つ
い
て
(
中
国
哲
学

二
O
、
北
海
道
中
国
哲
学
会
、

一
九
九
一
、

一O
)

も
と
よ
り
『
論
語
』
の
な
か
に
は
、
知
に
つ
い
て
の
、
よ
り
興
の
そ
そ
ら
れ
る
章
が
外
に
幾
つ
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
度
は
視
点

を
変
え
て
、
真
理
観
に
直
接
か
か
わ
る
学
市
篇
の
学
・
習
の
章
を
取
り
上
げ
て
従
来
の
研
究
に
新
味
を
加
え
、
次
い
で
公
冶
長
篇
の
天
道

と
性
と
聞
の
章
を
取
り
上
げ
て
聞
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
欠
を
補
い
、
更
に
陽
貨
篇
の
無
言
の
章
を
添
え
て
言
語
の
効
用
の
問
題
に
補

充
を
試
み
る
と
い
う
、
総
じ
て
こ
の
分
野
に
お
け
る
資
料
の
増
加
と
考
察
の
深
化
を
計
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

I 

学
而
時
習
之

fel; 

じ

め
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学
の
意
義
と
学
而
章
の
価
値
に
つ
い
て
、
伊
藤
仁
斎
(
一
六
二
七

t
一
七

O
五
)
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

学
ん
で
時
々
習
へ
ば
則
ち
得
る
所
日
に
熟
す
、
是
れ
誠
の
悦
び
為
り
。
朋
有
り
遠
方
自
り
来
れ
ば
、
則
ち
善
を
人
と
同
じ
う
す
、
是

れ
誠
の
楽
し
み
為
り
。
而
し
て
上
は
天
を
怨
み
ず
、
下
は
人
を
尤
め
ず
、
入
る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
無
き
に
至
り
て
は
、
則
ち
官
に

郷
人
為
る
を
免
る
る
の
み
な
ら
ず
、
是
れ
誠
の
君
子
為
り
。
而
し
て
朋
来
の
楽
し
み
、
不
阻
の
君
子
も
皆
な
学
に
由
り
て
得
ら
る
れ

ば
、
則
ち
学
の
功
為
る
其
れ
大
な
ら
ず
や
。
夫
子
の
、
天
地
の
為
に
道
を
立
て
、
生
民
の
為
に
極
を
建
て
、
万
世
の
為
に
太
平
を
開

く
所
以
の
も
の
も
亦
た
学
の
功
な
り
。
故
に
論
一
古
川
は
学
の
一
宇
を
以
て
一
部
の
開
首
と
為
し
、
門
人
は
比
の
章
を
以
て
諸
を
一
書
の

首
に
置
く
。
蓋
し
一
部
の
小
論
語
と
云
ふ
。
(
論
語
古
義
)



前
半
は
『
論
語
集
註
』
『
論
一
語
』
『
中
庸
』
の
文
を
綴
っ
て

P

修
己
u

を
説
き
、
後
半
は
張
載
の
「
為
天
地
立
心
、
為
生
民
立
道
、
為
去
聖

継
絶
学
、
為
万
世
開
太
平
」
(
近
思
録
)
を
踏
ま
え
え
つ
つ
グ
治
人
d

を
説
い
て
、
学
の
効
用
を
称
揚
し
た
も
の
、

こ
れ
は
日
本
古
学
派

の
立
場
か
ら
の
学
へ
の
思
い
入
れ
の
一
典
型
な
の
で
あ
る
が
、

古
典
中
の
古
典
で
あ
る
と
こ
ろ
の
『
論
語
』
、

し
か
も
そ
の
首
章
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
種
々
の
立
場
か
ら
す
る
後
世
の
人
士
の
、
こ
の
学
の
字
、
乃
至
は
学
而
章
へ
の
言
及
は
多
彩
な
の
で
あ
る
。
以
下
真
理
の
所

在
と
、
そ
れ
へ
の
到
達
方
法
に
関
す
る
後
人
の
思
索
の
跡
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

(

一

)

学
市
時
習
之
不
亦
説
乎
の
九
文
字
に
関
す
る
最
も
古
い
註
解
は
、
何
長
(
平
叔
、

一
九
三

?
t
二
四
九
)
の
『
論
語
集
解
』
に
み
ら
れ

る
王
粛
(
子
曜
、

一
九
五
l
二
五
六
)
の
も
の
で
あ
る
。

時
と
は
学
ば
ん
と
す
る
者
の
時
を
以
て
語
習
す
る
な
り
。
語
習
す
る
に
時
を
以
し
、
学
び
て
業
を
廃
す
る
無
き
、
悦
惇
を
為
す
所
以

- 3 

な
り
。

こ
れ
に
、

邪
青
(
叔
明
、
九
三
二
I
一
O
一
O
)
の
『
疏
』
「
学
ば
ん
と
す
る
者
に
し
て
能
く
時
を
以
て
語
習
し
、

其
の
経
業
使
し
廃
落

す
る
無
け
れ
ば
、
亦
た
説
惇
せ
ざ
ら
ん
や
」
を
添
え
て
み
る
と
、
一
一
層
、
古
注
の
意
味
が
は
っ
き
り
す
る
。
即
ち
、
継
続
的
に
経
書
を
諦

習
す
る
こ
と
が
、
「
学
」
で
あ
り
「
時
習
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、
皇
侃
(
四
八
八

t
五
四
五
)
の
『
義
疏
』
は
詳
細
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
即
ち
皇
侃
は
「
今
此
の
段
は
学
者
少
時
の
法
を
明

ら
か
に
せ
る
な
り
」

と
規
定
し
た
あ
と
、
「
学
」
「
時
」
そ
れ
ぞ
れ
に
、
後
世
に
ま
ま
継
承
さ
れ
る
重
要
な
見
解
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
「
学
」

に
つ
い
て
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
時
間
一
品
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

学
と
は
、
白
虎
通
に
云
ふ
、
学
は
覚
な
り
悟
な
り
、
と
。
号
一
口
ふ
こ
こ
ろ
は
、
先
王
の
道
を
用
ひ
、
人
の
情
性
を
導
き
て
自
ら
覚
悟

し
、
非
を
去
り
是
を
取
り
、
君
子
の
徳
を
積
成
せ
使
む
る
な
り
、
と
。

と
解
説
す
る
か
ら
、
単
な
る
経
書
の
諦
習
に
止
ら
ず
、
進
ん
で
、
自
己
陶
冶
の
段
階
に
踏
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
「
時
」

つ
い
て
は
、
人
の
一
生
、

一
年
の
問
、

一
日
の
聞
の
三
種
に
分
け
て
解
説
す
る
。

時
と
は
、
凡
そ
学
ぶ
に
三
時
有
り
。

一
は
是
れ
人
身
中
に
就
き
て
時
と
為
し
、
二
は
年
中
に
就
き
て
時
と
為
し
、
三
は
日
中
に
就
き

て
時
と
為
す
。

一
に
つ
い
て
は
『
礼
記
』
内
則
の
「
六
年
教
之
数
与
方
名
」
以
下
が
例
と
し
て
示
さ
れ
、
二
に
つ
い
て
は
同
じ
く
王
制
の

楽
、
秋
冬
学
童
日
礼
」
、
三
に
つ
い
て
は
同
じ
く
学
記
の
「
蔵
露
、
修
君
、
息
君
、
波
震
」
が
そ
れ
ぞ
れ
例
と
し
て
示
さ
れ
る
。

「
春
夏
学
詩

次
い
で
、

- 4 ー

学
而
時
習
之
の
五
文
字
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

今
、
学
而
時
習
之
と
云
ふ
者
は
、
而
は
猶
ほ
図
的
の
ご
と
く
、
時
は
是
れ
日
中
の
時
、
習
は
是
れ
故
を
修
む
る
の
称
な
り
。
言
ふ
こ

こ
ろ
は
、
入
学
ら
ざ
れ
ば
則
ち
巳
む
、
既
に
学
れ
ば
必
ず
因
の
し
て
修
習
し
、
日
夜
替
ふ
る
無
き
な
り
。
之
と
は
学
る
所
の
業
に
之

く
な
り
。

な
お
、
王
注
自
体
へ
付
せ
ら
れ
た
皇
疏
に
は
、
「
時
」
に
つ
い
て
、
「
文
を
背
に
し
て
読
む
を
諦
と
日
ふ
。
然
し
て
王
の
此
の
意
は
、
日
中

日
中
不
忘
を
挙
ぐ
れ
ば
、
則
ち
前
の
二
事
知
る
可
き
な
り
」
と
あ
る
か
ら
、
「
時
」
は
、
「
日
夜
無
替
」
の
語
を
も
考
え

と
も
あ
れ
、
学
り
て
而
り
て
時
に
習
ひ
之
く
|
|
こ
の
耳
な
れ
な
い
訓
読
に
、
皇
侃

不
忘
の
時
な
り
。

合
せ
ば
、
「
つ
ね
に
」

と
訓
ず
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
。

の
『
義
疏
』
の
特
徴
の
す
べ
て
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



(

一

一

)

北
宋
も
な
か
ば
、
学
而
首
章
九
文
字
に
関
す
る
程
顕
(
正
叔
、
伊
川
、

一
O
三一ニ

t
一一

O
七
)
の
言
葉
は
次
の
三
別
で
あ
る
。

習
と
は
重
ね
て
習
ふ
こ
と
な
り
。
時
に
復
た
思
縛
し
て
中
に
決
治
す
れ
ば
、
則
ち
説
ぶ
な
り
。
(
論
語
解
・
論
語
精
義
)

学
ぶ
所
以
の
者
は
、
将
に
以
て
之
れ
を
行
は
ん
と
す
る
な
り
。
時
に
之
れ
を
習
へ
ば
、
則
ち
学
ぶ
所
の
者
我
に
在
り
、
故
に
説
ぶ
@

習
と
は
禽
の
飛
を
習
ふ
が
如
し
。
(
論
語
精
義
・
二
程
外
書
〉

鷹
乃
ち
習
を
学
ぶ
の
義
な
り
。
子
路
聞
く
こ
と
有
り
て
未
だ
之
れ
を
能
く
行
は
ざ
れ
ば
、
唯
だ
聞
く
こ
と
有
る
を
恐
る
。
説
び
は
心

に
在
り
、
楽
し
み
は
主
と
し
て
発
散
し
て
外
に
在
り
。
(
論
語
精
義
・
二
程
外
書
)

内
、
朱
窯
(
元
晦
、
晦
翁
、

一
一
一
二

O
t
一二

O
O
)
は
第
一
則
と
第
二
則
と
を
『
集
註
』
に
採
っ
た
。

の
解
釈
が
思
排
に
傾
く
も
の
と
し
て
、
朱
煮
の
教
団
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
り
わ
け
て
第
一
則
は
、
程
聞

一
方
、
高
祖
百
円
(
淳
甫
、

で
あ
る
。

一
O
四一

l
一
O
九
八
)
・
波
酢
(
定
夫
、
鷹
山
、

一
O
五
三

t
一
一
二
三
)

の
説
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

- 5一

先
王
の
道
を
学
び
て
、
将
に
以
て
之
れ
を
行
は
ん
と
す
る
な
り
。
学
ん
で
之
れ
を
習
ひ
、
身
を
修
む
る
所
以
を
知
り
、
人
を
治
む
る

所
以
を
知
ら
ば
、
別
ち
説
ぶ
。

今
試
み
に
吾
が
平
居
の
学
を
以
て
之
れ
を
験
せ
ん
に
、
若
し
時
に
礼
に
習
へ
ば
、
則
ち
外
貌
斯
須
く
も
荘
な
ら
ず
敬
な
ら
ざ
く
無
く
、

時
に
楽
に
習
へ
ば
、
則
ち
中
心
斯
須
く
も
和
な
ら
ず
楽
な
ら
ざ
る
無
し
。
斯
須
く
も
荘
な
ら
ず
敬
な
ら
ざ
る
無
け
れ
ば
、
則
ち
慢
易

の
心
は
自
り
て
入
る
無
く
し
て
本
心
の
敬
得
ら
れ
、
斯
須
く
も
和
な
ら
ず
楽
な
ら
ざ
る
無
け
れ
ば
、
則
ち
都
詐
の
心
白
り
て
入
る
無

く
し
て
本
心
の
和
得
ら
る
。
時
に
之
れ
を
習
へ
ば
時
に
得
る
有
り
。
時
に
得
る
有
れ
ば
其
の
楽
し
み
為
る
勝
、
げ
て
計
ふ
可
け
ん
や
。

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
拍
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

(
以
上
、
論
語
精
義
)

こ
の
両
誌
の
説
は
、
そ
の
主
張
が
先
の
程
顕
の
も
の
と
は
反
対
に
、
行
為
に
傾
く
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
、
謝
良
佐
(
顕
道
、
上
茶
、

一
O
五
O
I
一一

O
三
)
の
説
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

学
ん
で
時
に
習
ふ
と
は
、
時
と
し
て
習
ざ
る
無
き
な
り
。
坐
し
て
は
戸
の
如
く
す
、
と
は
、
即
ち
坐
し
て
は
時
に
習
ふ
な
り
。
立
ち

で
は
斎
す
る
が
如
く
す
、
と
は
、
則
ち
立
ち
て
は
時
に
習
ふ
な
り
。
造
次
に
も
必
ず
是
に
於
て
す
、
と
は
、
則
ち
造
次
に
も
時
に
習

ふ
な
り
。
顧
滞
に
も
必
ず
是
に
於
て
す
、
と
は
則
ち
顧
滞
に
も
時
に
習
ふ
な
り
。
此
の
如
く
す
れ
ば
則
ち
徳
来
る
、
能
く
説
ぶ
こ
と

無
か
ら
ん
や
。
(
論
語
精
義
)

こ
の
謝
氏
の
言
葉
の
前
半
が
、

一
面
で
は
朱
烹
に
よ
っ
て
『
集
註
』
に
採
ら
れ
、
実
践
的
側
面
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
程
願
の
説
に
対

- 6 ー

置
せ
し
め
ら
れ
、
ま
た
一
面
で
は
、
朱
烹
に
よ
っ
て
個
々
具
体
的
な
グ
習
d

を
無
差
別
に
引
き
括
め
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
指
弾
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

以
下
に
は
、
朱
子
教
団
に
於
け
る
そ
の
聞
の
問
答
の
経
緯
を
、
墨
田
類
』
に
よ
っ
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
葉
賀
孫
(
味
道
、

二
O
進
士
)
の
記
録
す
る
と
こ
ろ
。

間
ふ
、
学
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
、
伊
川
の
説
は
習
字
を
思
上
に
就
き
て
説
き
、
直
氏
源
氏
の
説
は
都
な
行
上
に
就
き
て
説
く
。
集

注
に
は
多
く
思
の
意
を
用
ひ
、
謝
氏
の
坐
し
て
は
戸
の
如
く
し
、
立
一
ち
て
は
斎
す
る
が
如
く
す
の
一
段
を
附
し
て
、
習
を
行
に
為
せ

り
。
賀
孫
の
看
る
に
拠
れ
ば
、
思
は
ず
し
て
行
へ
ば
則
ち
未
だ
必
ず
し
も
道
に
中
ら
ず
、
思
ひ
得
て
慣
熟
し
了
れ
ば
、
却
っ
て
行
ひ

て
当
ら
ざ
る
者
無
し
、
と
。
日
く
、
伊
川
の
意
は
是
れ
習
を
思
に
説
け
り
。
天
下
の
事
、
若
し
思
を
先
に
せ
ざ
れ
ば
、
如
何
か
行
ふ

に
会
し
得
ん
。
習
を
行
に
説
く
者
も
亦
た
是
れ
思
に
外
な
ら
ず
。
思
と
行
と
は
亦
た
分
け
て
説
く
可
か
ら
ず
。



『
集
註
』
に
、
思
を
重
ん
ず
る
程
説
、

行
を
重
ん
ず
る
謝
説
、
併
挙
す
る
も
、

程
説
の
包
摂
力
を
大
と
す
る
と
朱
烹
は
言
う
の
で
あ
る
。

次
い
で
は
黄
株
(
直
卿
、

一
一
五
二

t
二
二
二
)
の
録
す
る
と
こ
ろ
。

林
拡
之
間
ふ
、
多
く
習
字
を
把
り
て
行
字
と
作
し
て
説
け
る
は
如
何
、
と
。
日
く
、
古
人
の
説
を
看
る
に
、
学
字
習
字
の
大
意
は
只

だ
是
れ
講
習
な
る
の
み
。
亦
た
必
ず
し
も
是
れ
行
な
る
を
須
め
ず
、
と
。
験
問
ふ
、
謝
氏
瀦
氏
習
字
を
説
き
て
分
暁
な
る
に
似
た

り
、
と
。
日
く
、
正
文
の
意
に
拠
れ
ば
、
只
だ
是
れ
講
習
な
る
の
み
。
瀞
・
謝
の
説
は
乃
ち
習
字
を
推
広
せ
る
も
、
畢
克
ま
た
裏
面

に
在
り
。
税
氏
説
き
得
て
好
し
と
雌
も
、
正
文
に
取
れ
ば
便
ち
較
や
迂
曲
な
る
こ
と
些
か
な
り
。

習
を
、
講
習
か
ら
遠
く
離
れ
た
方
向
に
、
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
の
表
明
で
あ
る
。
次
い
で
、
陳
淳
(
安
卿
、
北
、
渓
、

1
二
二
七
)
の
録
す
る
と
こ
ろ
。

一
一
五
三

上
茶
謂
ふ
、
坐
し
て
は
戸
の
如
く
す
、
と
は
、
坐
し
て
は
時
に
習
ふ
な
り
。
立
ち
て
は
斎
す
る
が
如
く
す
、
と
は
、
立
ち
て
は
時
に

習
ふ
な
り
、
と
。
只
だ
是
れ
儒
伺
に
一
箇
の
物
と
説
き
成
せ
る
も
の
に
し
て
、
窓
地
に
習
ふ
に
、
以
て
立
言
の
最
も
難
き
を
見
る
。

某
謂
ふ
に
、
須
ら
く
坐
し
て
は
常
常
照
管
す
る
こ
と
戸
の
如
く
せ
教
し
む
べ
く
し
て
、
方
始
め
て
是
れ
習
な
り
。
立
ち
て
は
常
常
照

管
す
る
こ
と
斎
す
る
が
如
か
ら
教
む
べ
く
し
て
、
方
始
め
て
是
れ
習
な
り
。
件
を
逐
ふ
の
中
に
各
々
一
箇
の
習
有
り
。
患
の
若
く
に

散
説
す
れ
ば
使
ち
寛
く
し
了
る
。
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謝
良
佐
の
説
の
な
か
の
、
見
方
に
よ
っ
て
は
大
ま
か
に
す
ぎ
て
、
け
じ
め
の
つ
か
ぬ
よ
う
に
受
取
ら
れ
か
ね
な
い
側
面
を
指
摘
、
こ
れ
を

退
け
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
葉
賀
孫
・
黄
斡
・
陳
淳
三
氏
録
す
る
と
こ
ろ
の
流
れ
を
追
え
ば
、
朱
窯
は
、
程
願
に
拠
り
謝
良
佐
を
廃
す
る
こ
と
に
な
る
筈
な

の
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
『
集
註
』
は
程
謝
併
挙
な
の
で
あ
る
。
次
の
楊
道
夫
(
仲
愚
)
録
す
る
と
こ
ろ
は
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

此
の
間
の
事
情
を
、
よ
く
語
る
も
の
で
あ
る
。

伊
川
の
説
の
若
け
れ
ば
、
則
ち
専
ら
思
索
に
在
り
て
、
力
行
の
功
無
し
。

上
奈
の
説
の
如
け
れ
ば
、
力
行
に
専
ら
に
し
て
、
講
究
の

義
を
廃
す
。
皆
な
偏
れ
る
に
似
た
り
。

つ
ま
り
、
『
集
註
』
に
程
謝
両
説
を
併
挙
し
た
の
は
、
相
互
補
完
を
期
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
は
「
習
」

に
か
か
わ
る
北
宋
諸
家
の
説
の
整
理
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
朱
窯
自
ら
の
言
葉
で
綴
っ
た
『
集
註
』
の
本
文

は
、
当
然
「
学
」

の
問
題
か
ら
説
き
起
さ
れ
る
。

学
の
言
為
る
殺
な
り
。
人
性
皆
な
善
、
而
し
て
覚
に
先
後
有
り
。
後
覚
の
も
の
必
ず
先
覚
の
為
す
所
に
数
ひ
て
、
乃
ち
以
て
善
を
明

ら
か
に
し
、
其
の
初
に
復
す
可
き
な
り
。
習
と
は
鳥
の
数
々
飛
ぶ
な
り
。
之
れ
を
学
び
て
己
ま
ざ
る
こ
と
、
鳥
の
数
々
飛
ぶ
が
如
く

す
る
な
り
。
説
と
は
喜
の
意
な
り
、
既
に
学
び
て
又
時
時
に
之
れ
を
習
へ
ば
、
則
ち
学
ぶ
所
の
者
熟
し
て
中
心
喜
説
し
、
其
の
進
む
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」
と
自
ら
己
む
能
は
ざ
る
な
り
。

学
を
放
と
置
く
と
こ
ろ
に
新
味
が
あ
る
が
、
こ
の
『
集
註
』
の
殺
に
つ
い
て
は
朱
烹
は

「
博
学
・
慎
思
・
審
問
・
明
排
・
篤
行
は
皆
な
学

殺
の
事
な
り
」
(
楊
願
録
)
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
を
極
限
ま
で
拡
げ
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

同
時
に
、
「
所
謂
学
と

は
、
放
ふ
所
彼
に
有
り
、
其
の
成
る
を
我
に
求
む
る
の
謂
な
り
。
己
の
未
だ
知
ら
ざ
る
を
以
て
夫
の
知
る
者
に
致
ひ
て
以
て
其
の
知
を
求

め

己
の
未
だ
能
く
せ
ざ
る
を
以
て
夫
の
能
く
す
る
者
に
致
ひ
て
以
て
其
の
能
を
求
む
る
は
、
皆
な
学
の
事
な
り
」
(
或
問
)
と
も
言
う

か
ら
、
恐
ら
く
は
皇
侃
の
影
響
と
思
わ
れ
る
「
覚
」
字
の
使
用
に
し
て
も
、
下
学
上
達
の
枠
を
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
首
章
に
関
す
る
『
集
註
』
本
文
で
あ
る
だ
け
に
、

『
集
註
』
継
承
の
過
程
で
、
種
々
議
論
が
交
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
い
ま
は
、
そ
の
う
ち
の
一
コ
マ
を
掲
げ
て
お
こ
う
と
思
う
。
後
掲
の
葉
震
の
記
し
た
も
の
で
あ
る
。



近
世
、
石
震
な
る
有
り
、
晦
庵
門
人
李
閑
祖
に
学
び
、
四
書
疑
義
を
作
り
て
謂
へ
ら
く
、
晦
庵
此
の
章
に
、
学
の
言
為
る
数
な
り
、

人
性
皆
な
善
な
る
も
覚
に
先
後
有
り
、
と
注
せ
る
、
病
有
り
と
為
す
。
気
棄
に
清
濁
有
り
、
放
に
質
に
昏
明
有
り
て
覚
に
先
後
有
り

と
言
ふ
を
必
す
、
と
。
愚
謂
ら
く
、
此
れ
文
字
上
に
於
て
校
節
を
生
、
ぜ
る
な
り
。
実
は
則
ち
覚
に
先
後
有
れ
ば
則
ち
清
濁
昏
明
な
る

者
己
に
其
の
中
に
在
る
な
り
。
晦
庵
は
諸
家
を
折
衷
し
て
之
れ
を
筒
浄
に
帰
す
。
集
註
を
読
む
者
何
ぞ
必
ず
し
も
更
に
以
て
多
を
求

む
る
こ
と
を
為
さ
ん
や
、
と
。
(
黄
氏
日
抄
、
巻
二
)

い
ず
れ
朱
子
学
枠
内
の
議
論
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
と
あ
と
の
心
学
の
立
場
か
ら
の
、
ま
た
考
証
学
の
立
場
か
ら
の
『
集
註
』
批

判
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

(
一
ニ
)
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朱
窯
の
論
敵
で
あ
っ
た
陸
九
淵
に
は
、
『
論
語
』
首
章
に
関
し
て
の
、
よ
く
知
ら
れ
る
次
の
言
葉
、
が
残
っ
て
い
る
。

陸
九
淵
(
子
静
、
象
山
、

一
一
一
二
九
1
一
一
九
二
)

論
一
訪
中
に
は
多
く
無
頭
柄
の
説
話
有
り
。
知
之
れ
に
及
ぶ
も
仁
之
れ
を
守
る
能
は
、
ず
、
の
類
の
如
き
、
知
ら
ず
、
及
ぶ
所
、
守
る
所

の
者
何
事
な
る
か
を
。
学
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
の
如
き
、
知
ら
ず
、
時
に
習
ふ
者
何
事
な
る
か
を
。
学
に
本
領
有
る
に
非
ざ
れ

ば
、
未
だ
読
む
に
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
有
く
も
学
に
本
領
有
れ
ば
、
則
ち
知
の
及
ぶ
所
の
者
、
此
れ
に
及
ぶ
な
り
。
仁
の
守
る
所
の

者
、
此
れ
を
守
る
な
り
。
時
に
之
れ
を
習
ふ
は
、
此
れ
を
習
ふ
な
り
、
説
ぶ
は
此
れ
を
説
ぶ
な
り
。
楽
し
む
は
此
れ
を
楽
し
む
な

り
。
高
屋
の
上
よ
り
領
水
を
建
す
が
如
し
。
学
苛
く
も
木
を
知
ら
ば
、
六
経
は
皆
な
我
が
註
脚
な
り
。
(
陸
象
山
全
集
、
巻
三
四
)

こ
の
学
の
木
領
表
彰
の
高
ら
か
な
宣
言
は
、
そ
の
弟
子
の
楊
簡
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
敷
宿
さ
れ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
車
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

楊
筒
(
敬
仲
、
慈
湖
、

一
一
四
一

t
二
=
一
六
)

(
1
)
 

時
習
の
習
は
乃
ち
習
は
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
の
習
な
り
。
易
に
日
く
、
習
は
ず
し
て
利
し
か
ら
ざ
る
無
し
、
と
。
今
学
ば
ん
と
す
る
者

の
之
れ
を
習
ひ
て
時
な
る
能
は
ざ
る
を
患
ふ
る
、
正
に
其
の
思
慮
を
以
て
習
ひ
、
智
力
を
以
て
習
ふ
を
以
て
の
故
に
時
な
る
能
は
ざ

る
な
り
。
使
し
果
し
て
説
有
り
、
果
し
て
言
ふ
可
き
の
事
有
ら
ん
か
、
則
ち
孔
子
己
に
之
れ
を
明
言
せ
ん
。
孔
子
の
言
ふ
所
無
き

は
、
正
に
以
て
時
習
の
習
の
、
学
者
作
畷
の
習
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
し
、
正
に
以
て
学
者
本
有
の
心
の
、
道
に
即
し
て
復
び
為
す

に
侯
つ
無
き
を
明
ら
か
に
せ
る
な
り
。
作
報
の
学
、
安
く
に
か
悦
ぶ
こ
と
有
ら
ん
、
非
智
非
力
、
無
作
無
職
の
学
に
し
て
、
故
に
無

窮
の
悦
楽
有
る
な
り
。
(
慈
湖
先
生
遺
書
、
巻
一

O
)

陸
九
淵
・
楊
簡
の
、
こ
の
よ
う
な
本
領
・
本
心
重
視
の
学
問
観
は
、
当
然
に
も
多
く
の
指
弾
を
浴
び
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
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の
幾
っ
か
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

黄
震
(
東
発
、
文
潔
、

一
一
二
三

t
一
二
八

O
)

陸
象
山
嘗
っ
て
謂
へ
ら
く
、
論
語
に
は
無
頭
柄
の
説
話
有
り
。
学
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
の
如
き
、
知
ら
ず
、
時
に
習
ふ
者
は
何
事

な
る
か
を
、
と
。
其
の
門
人
楊
慈
湖
に
及
び
又
た
時
習
を
改
め
て
不
習
と
為
す
。
其
の
説
何
如
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
之
れ
を

要
す
る
に
学
者
且
く
当
に
吾
が
聖
人
の
訓
へ
を
尊
信
す
ベ
し
。
(
黄
氏
日
抄
、
巻
二
)

羅
欽
順
(
允
升
、
整
庵
、

一
四
六
五

l
一
五
四
七
)

論
語
首
篇
に
、
首
に
学
を
以
て
言
を
為
す
。
然
れ
ど
も
未
だ
嘗
っ
て
学
ぶ
所
の
も
の
の
何
事
な
る
か
を
明
言
せ
ず
。
蓋
し
当
時
の
門

弟
子
は
皆
な
巴
に
従
事
す
る
所
の
言
を
待
た
ざ
る
を
知
れ
る
な
り
。
但
だ
時
習
の
功
を
加
へ
ん
こ
と
を
要
せ
る
の
み
。
今
自
り
之
れ

を
観
れ
ば
、
子
四
を
以
て
教
ふ
、
文
・
行
・
忠
・
信
。
夫
子
の
教
ふ
る
所
以
は
学
者
の
学
ぶ
所
に
非
ざ
る
か
。
是
に
知
る
、
文
を
学



ひ
行
を
修
む
る
皆
な
時
時
之
を
習
ふ
を
要
す
る
も
、
忠
・
信
は
其
の
本
に
し
て
、
ム
五
も
須
央
も
失
ふ
可
か
ら
ざ
る
者
な
る
を
。
註
の

所
調
先
覚
の
所
為
に
数
ふ
も
、
亦
た
問
者
の
外
に
出
で
ず
。
陸
象
山
の
説
の
如
く
、
只
だ
一
箇
、
放
心
を
求
む
れ
ば
便
ち
了
然
た
る

が
若
け
れ
ば
、
則
ち
聖
門
の
学
は
釈
氏
と
又
何
ぞ
兵
ら
ん
や
。
(
因
知
記
、
続
巻
上
)

陳
建
(
廷
肇
、
清
澗
、

一
四
九
七
l
一
五
六
七
)

象
山
の
講
学
は
専
ら
此
の
一
路
に
管
帰
し
、
ロ
ハ
だ
一
此
の
字
を
用
ひ
て
、
聖
賢
の
経
書
を
将
り
て
都
な
横
貫
し
了
り
、
恋
に
立
ハ
れ
推

援
す
る
の
み
。
従
来
文
字
に
此
様
の
轍
無
し
。
(
学
蔀
通
耕
、
巻
四
)

王
樵
(
明
遠
、
方
麓
、

一
五
二
一

t
一
五
九
九
)

孔
門
に
在
り
て
は
則
ち
尭
舜
自
り
以
来
、
学
の
説
未
だ
嘗
っ
て
明
ら
か
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
学
の
門
路
未
だ
嘗
っ
て
正
か
ら
ず
ん

ば
あ
ら
ず
。
故
に
学
の
学
為
る
所
以
は
、
聖
人
未
だ
嘗
っ
て
察
察
と
は
之
れ
を
言
は
ざ
る
も
、
之
れ
を
学
ぶ
の
方
に
於
て
は
、
則
ち
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弟
子
の
分
量
の
及
ぶ
所
に
随
ひ
て
、
時
に
之
れ
を
台
語
せ
る
、
其
の
伝
へ
ら
れ
て
習
は
ざ
る
を
恐
れ
て
な
り
。
故
に
此
に
語
ぐ
る
に

時
に
之
れ
を
習
ふ
を
以
て
せ
る
は
、
其
の
学
ぶ
こ
と
の
之
れ
己
ま
ざ
る
を
欲
せ
る
な
り
。
以
て
熟
す
る
に
至
り
て
は
、
則
ち
中
心
糧

め
て
自
得
す
る
処
有
り
て
、
其
の
進
む
こ
と
自
ら
己
む
能
は
ざ
る
の
み
。
宣
に
是
れ
無
頭
柄
の
説
話
な
ら
ん
や
。
(
紹
聞
編
)

力
の
こ
め
方
に
強
弱
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
『
論
語
』
の
着
実
さ
を
確
認
し
、
そ
の
擁
護
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
右
四
家
の
う
ち
賀
震

を
除
い
て
は
、
明
代
心
学
盛
行
の
な
か
で
の
陸
学
批
判
で
あ
っ
た
。

(
四
)

明
代
も
な
か
ば
、
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
の
九
文
字
に
、
心
学
的
な
意
味
づ
け
を
明
快
に
与
え
た
の
は
、
や
は
り
王
守
仁
で
あ
っ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
掌
に
つ
い
て

王
守
仁
(
伯
安
、
陽
明
、

一
四
七
二

i
一
五
二
八
)

子
仁
問
ふ
、
学
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
、
亦
た
説
し
か
ら
ず
や
、
先
儒
学
を
以
て
先
覚
の
為
す
所
に
放
ふ
と
為
せ
る
は
如
何
。
先
生

日
く
、
学
は
是
れ
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る
を
学
ぶ
な
り
。
人
欲
を
去
り
天
理
を
存
す
る
に
従
事
す
れ
ば
、
則
ち
自
ら
諸
を
先
覚

に
正
し
、
諸
を
古
訓
に
考
へ
、
自
ら
許
多
の
問
耕
思
索
存
省
克
治
の
工
夫
を
下
さ
ん
。
然
れ
ど
も
此
の
心
の
人
欲
を
去
り
、
五
回
が
心

の
天
理
を
存
せ
ん
と
欲
す
る
に
過
、
ぎ
ざ
る
の
み
。
先
覚
の
為
す
所
に
数
ふ
と
日
ふ
が
若
き
は
、
則
ち
只
だ
学
中
の
一
件
の
事
を
説
き

得
た
る
の
み
に
し
て
、
亦
た
専
ら
諸
を
外
に
求
む
る
に
似
て
了
る
。
時
に
習
ふ
は
、
坐
す
る
に
戸
の
如
く
す
、
と
は
、
専
ら
に
は
坐

す
る
を
習
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
坐
し
て
は
時
に
此
の
心
を
習
ふ
な
り
。
立
つ
に
斎
す
る
が
如
く
す
、
と
は
、
専
に
は
立
つ
を
習
ふ
に

非
ざ
る
な
り
。
立
ち
て
は
時
に
此
の
心
を
習
ふ
な
り
。
(
伝
習
録
、
巻
上
)

『
集
註
』
を
批
判
す
る
こ
と
が
、

自
ら
の
陽
明
心
学
の
確
立
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

」
の
王
守
仁
の
流
れ
の
嘉
靖
か
ら
万
暦
に
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か
け
て
の
諸
例
を
以
下
掲
げ
て
お
く
。

王
艮
(
汝
止
、
心
斎
、

一
四
八
三

t
一
五
四

O
)

先
生
坐
に
在
る
に
問
ひ
て
日
く
、
天
下
の
学
は
窮
り
無
し
、
惟
だ
何
の
学
か
以
て
時
に
習
ふ
可
き
か
と
。
江
西
の
徐
従
国
対
へ
て
日

く
、
惟
だ
天
命
の
性
の
み
以
て
時
に
習
ふ
可
き
な
り
、
と
。
童
子
周
他
対
へ
て
日
く
、
天
下
の
学
無
窮
な
り
と
雌
も
、
皆
な
以
て
時

に
習
ふ
可
き
な
り
、
と
。
先
生
日
く
、
如
し
書
を
読
む
を
以
て
学
と
為
さ
ば
、
時
に
文
を
作
る
有
り
、
時
に
武
を
学
ぶ
有
り
、
如
し

親
に
事
ふ
る
を
以
て
学
と
為
さ
ば
、
時
に
又
た
君
に
事
ふ
る
有
り
、
如
し
事
ふ
る
有
る
を
以
て
学
と
為
さ
ば
、
時
に
又
た
事
ふ
る
無

き
有
り
、
烏
に
在
り
て
以
て
時
に
習
ふ
可
け
ん
や
、
と
。
童
子
日
く
、
天
命
の
性
、
即
ち
天
徳
の
良
知
な
り
。
書
を
読
む
が
如
き
も
時
な

り
、
此
の
良
知
に
依
り
て
学
ぶ
な
り
、
文
を
作
る
も
時
な
り
、
此
の
良
知
に
依
り
て
学
ぶ
な
り
、
親
に
事
へ
君
に
事
ふ
る
、
事
ふ
る



有
り
事
ふ
る
無
き
、
此
の
良
知
に
依
り
て
学
ば
ざ
る
無
き
、
乃
ち
謂
ふ
所
の
皆
な
時
に
習
ふ
可
き
こ
と
な
り
、
と
。
先
生
噌
然
と
し

て
歎
じ
て
日
く
、
予
を
信
ず
る
も
の
は
従
固
な
り
。
始
め
て
与
に
専
一
を
言
ふ
可
し
、
予
を
啓
く
者
は
章
子
な
り
、
始
め
て
与
に
一

貫
を
言
ふ
可
し
、
と
。
(
王
心
斎
全
集
、
巻
四
)

す
べ
て
は
良
知
に
依
っ
て
学
ぶ
の
一
語
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

王
畿
(
汝
中
、
龍
渓
、

一
四
九
八

i
一
五
八
三
)

古
人
心
性
を
理
会
す
る
は
只
だ
家
常
の
事
、
故
に
口
を
聞
け
ば
便
ち
学
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
と
説
き
、
必
ず
し
も
如
何
な
る
か
是

れ
学
な
る
か
を
説
か
ざ
る
な
り
。
(
王
龍
渓
語
録
、
巻
一
二
)

学
と
い
え
ば
心
性
を
学
ぶ
に
定
ま
っ
た
も
の
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

羅
汝
芳
(
維
徳
、
近
渓
、

一
五
一
五

t
一
五
八
八
)
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天
の
人
を
生
ず
る
、
蓋
し
一
理
と
し
て
其
の
心
に
揮
福
せ
ら
れ
ざ
る
は
無
く
、
吾
が
心
の
理
も
亦
た
一
時
と
し
て
感
ず
る
所
に
順
適

せ
ら
れ
ざ
る
は
無
し
。
蓋
し
抜
提
の
愛
敬
す
る
の
み
な
る
白
り
し
て
然
り
。
但
だ
行
ふ
も
著
か
な
ら
ず
、
習
ふ
も
察
か
な
ら
ざ
る
の

み
。
天
の
斯
の
民
を
生
、
ず
る
、
必
ず
先
知
以
て
後
知
を
覚
せ
し
め
、
先
覚
以
て
後
覚
を
覚
せ
し
む
。
今
の
学
ば
ん
と
す
る
者
の
学
を

為
む
る
、
其
の
道
術
亦
た
多
端
な
り
。
使
し
先
覚
の
経
警
に
籍
り
て
啓
迫
し
、
之
れ
を
醒
悟
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
安
ん
ぞ
能
く
聖
の

時
な
る
の
、
時
に
之
れ
を
習
ふ
を
的
知
せ
ん
や
。
然
れ
ど
も
覚
習
せ
所
る
る
の
時
、
又
何
ぞ
嘗
っ
て
吾
が
本
心
の
自
然
順
応
す
る
者

の
外
に
し
て
、
他
に
事
と
す
る
所
有
ら
ん
や
。
(
近
渓
子
集
、

一
貫
編
)

結
局
は
吾
が
本
心
が
学
習
の
基
盤
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

林
兆
恩
(
一
五
一
七

t
?
)

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

論
語
二
十
巻
、
巻
首
の
一
字
は
即
ち
学
を
言
ふ
も
、
知
ら
ず
、
其
の
学
ぶ
所
の
も
の
も
何
の
学
な
る
か
を
。
林
子
日
く
、
黙
し
て
之

れ
を
識
り
、
学
ん
で
厭
は
ざ
る
も
の
が
学
な
り
。
識
す
は
亦
た
知
る
の
義
な
り
。
然
し
て
其
の
識
ら
ん
と
欲
す
る
所
の
も
の
は
何
ぞ

や
。
心
を
識
る
の
み
。
心
は
即
ち
仁
な
り
、
仁
は
即
ち
聖
な
り
。
孔
子
日
く
、
聖
は
則
ち
吾
能
く
せ
ざ
る
も
、
我
は
学
ん
で
厭
は

ず
、
と
。
又
た
日
く
、
聖
と
仁
と
の
若
き
は
則
ち
吾
れ
宣
に
敢
て
せ
ん
、
抑
も
之
れ
を
為
し
て
厭
は
ず
、
と
。
為
す
は
亦
た
学
ぶ
な

り
。
故
に
学
な
る
も
の
は
心
学
な
り
。
仁
と
為
る
所
以
、
聖
と
作
る
所
以
の
も
の
が
学
な
り
。
(
林
子
全
集
、
四
書
標
摘
正
義
)

林
氏
の
場
合
、
「
為
仁
」
と
は
本
来
の
人
間
性
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
最
後
の
と
こ
ろ
、
「
仁
と
為
る
」

す
る
に
学
と
は
心
を
識
る
、
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
訓
ん
で
お
く
が
、
要

李
賢
(
卓
吾
、
宏
甫
、

一
五
二
七

t
一
六

O
二
)
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宏
甫
、
南
比
部
郎
為
り
、
日
々
友
を
来
め
て
講
学
す
。
寮
友
の
或
ひ
と
之
れ
に
謂
ひ
て
日
く
、
吾
輩
記
百
を
読
む
に
、
義
理
室
に
明

ら
か
な
ら
ず
し
て
事
講
ぜ
ら
れ
ん
や
、
と
。
宏
甫
日
く
、
君
輩
高
科
を
以
て
仕
籍
に
登
る
、
宣
に
書
を
読
ま
ざ
ら
ん
。
但
だ
未
だ

字
を
識
ら
ざ
る
を
苦
し
む
、
須
ら
く
一
講
す
べ
き
の
み
、
と
。
或
ひ
と
怪
し
み
て
其
の
故
を
問
ふ
。
宏
甫
日
く
、
論
語
・
大
学
は
宣

に
君
の
嘗
っ
て
読
め
る
所
に
非
ず
や
。
然
し
て
、
論
語
巻
を
聞
け
ば
便
ち
一
学
字
、
大
学
巻
を
聞
け
ば
便
ち
是
れ
大
学
の
二
字
な
る

に
、
此
の
三
字
、
吾
れ
敢
へ
て
諸
君
は
未
だ
識
得
せ
ず
と
道
ふ
は
何
ぞ
や
、
此
の
事
須
く
証
験
有
る
べ
く
し
て
始
め
て
可
な
り
。
論

語
中
の
学
の
字
は
便
ち
悦
楽
不
岨
な
る
を
識
り
、
大
学
の
二
字
は
便
ち
定
静
安
慮
な
る
を
識
る
の
如
く
な
る
に
、
今
都
な
未
だ
能
く

せ
ず
、
如
何
か
此
の
字
を
識
得
す
と
自
負
す
る
や
、
と
。
其
の
人
黙
然
と
し
て
対
ふ
る
能
は
ず
。
(
焦
氏
筆
乗
、
巻
四
)

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
李
賢
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
焦
紘
の
筆
に
よ
っ
て
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
李
賢
の
超
俗
的
問
学
態
度
が
よ
く
う

か
が
え
る
。
次
い
で
は
、
そ
の
焦
紘
自
身
の
説
。



焦
紘
(
弱
侯
、
治
円
、

一
五
四
一

t
一
六
二

O
)

学
の
言
為
る
覚
な
り
。
覚
す
れ
ば
則
ち
其
の
習
ふ
や
時
な
り
。
時
な
れ
ば
斯
に
悦
ぶ
。
覚
せ
ざ
れ
ば
則
ち
其
の
習
ふ
や
労
す
。
労
す

れ
ば
斯
に
苦
し
む
。
老
子
日
く
、
絶
学
無
憂
、
と
。
易
に
日
く
、
習
は
ず
し
て
利
し
か
ら
ざ
る
な
し
、
と
。
蓋
し
無
学
の
学
が
聖
学

な
り
、
不
習
の
習
が
時
習
な
り
、
無
悦
の
悦
が
真
悦
な
り
。
有
く
も
性
を
離
れ
て
学
を
為
せ
ば
、
方
を
別
り
て
園
と
為
し
、
売
を
以

て
鶴
を
企
ひ
、
其
の
一
を
悦
び
て
其
の
百
を
廃
し
、
此
に
作
し
て
彼
に
鞍
む
、
憂
ひ
窮
む
る
に
勝
ふ
可
か
ら
ず
、
悪
に
か
悦
ば
ん
。

(
焦
氏
筆
乗
、
続
集
巻
一
)

既
掲
、
南
宋
の
楊
簡
を
初
抽
怖
さ
せ
る
語
調
で
あ
り
、
こ
の
「
学
之
為
言
覚
」
は
明
ら
か
に
『
白
虎
通
』
の
そ
れ
に
似
て
非
な
る
も
の
、
む

し
ろ
釈
民
の
「
正
覚
」
に
近
い
と
判
じ
て
よ
い
。

総
じ
て
陽
明
心
学
の
系
統
に
在
つ
て
は
、
良
知
な
り
、
心
な
り
が
学
・
習
の
対
象
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
あ
る
が
ま
ま
が
取
り
も
直
さ

ず
到
達
点
と
観
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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右
の
如
き
陽
明
心
学
の
グ
横
行
d

に
対
し
て
は
、
朱
子
学
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
当
然
な
さ
れ
た
。
呂
留
良
・
陸
鴎
其
の
例
を
掲
げ
て

こ
の
節
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

呂
留
良
(
荘
生
、
晩
邸
、

一
六
二
九

t
一
六
八
三
)

学
の
字
は
教
と
訓
ず
、
朱
子
謂
へ
ら
く
、
包
む
所
甚
だ
広
く
、
学
問
思
排
行
の
五
者
を
兼
ぬ
、
と
。
未
だ
嘗
っ
て
専
ら
に
は
読
書
を

主
と
し
て
言
は
ず
、
読
書
は
乃
ち
学
中
の
一
事
な
る
の
み
。
時
解
の
毎
に
稽
古
弦
諦
典
籍
等
を
以
て
了
却
す
る
、
此
れ
正
に
是
れ
朱

子
の
闇
け
て
詞
章
訓
話
の
学
と
為
せ
る
所
な
る
に
、
陽
明
反
り
て
此
れ
を
以
て
朱
子
を
誕
ふ
る
者
な
り
。
(
四
書
講
義
)

「
所
包
甚
広
」
と
す
る
の
は
『
語
類
』
楊
撰
録
、
こ
れ
は
既
に
つ
一
)
で
扱
っ
た
も
の
、
『
集
註
大
全
』
に
採
ら
れ
て
い
る
。
朱
子
学
の
活

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
立
巴
学
一
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

性
化
に
励
ん
だ
旦
口
氏
に
し
て
当
然
の
着
眼
点
で
あ
っ
た
。

陸
臨
其
(
稼
書
、
清
献
、

一
六
三

O
i
一
六
九
二
)

註
は
只
だ
学
の
言
為
る
放
な
り
と
言
ふ
の
み
、
然
し
て
未
だ
如
何
に
数
ふ
か
を
言
は
ず
。
又
善
を
明
ら
か
に
し
其
の
初
に
復
す
る
所

以
な
り
と
云
ひ
て
、
亦
た
未
だ
諮
問
と
は
是
れ
如
何
な
る
か
、
初
と
は
是
れ
如
何
な
る
か
を
言
は
ず
。
:
:
:
若
し
箇
の
著
突
を
討
ね
ざ

れ
ば
、
則
ち
此
等
の
字
面
皆
な
兵
学
の
借
る
所
と
為
る
可
く
、
著
突
を
討
ぬ
る
を
要
め
、
須
ら
く
大
学
の
八
条
目
を
将
り
て
細
細
に

体
認
す
べ
く
し
て
方
め
て
主
張
有
ら
ん
。
然
れ
ど
も
大
学
の
八
条
目
も
亦
た
何
ぞ
嘗
っ
て
借
る
可
か
ら
ざ
ら
ん
。
象
山
・
陽
明
の
輩

の
如
き
、
皆
な
是
れ
大
学
の
条
目
に
借
り
て
白
己
の
宗
旨
と
作
せ
る
、
又
須
ら
く
朱
子
章
句
・
或
聞
を
将
り
て
細
細
に
体
認
す
べ
く

し
て
、
然
る
後
此
の
一
箇
の
学
字
に
著
落
有
ら
ん
。
大
低
学
な
る
も
の
は
、
博
学
審
問
慎
思
明
排
篤
行
、
是
れ
な
り
。
学
ぶ
所
の
も

の
は
、
人
倫
事
物
の
理
、
天
命
に
本
づ
く
の
性
、
是
れ
な
り
。
(
松
陽
講
義
、
巻
四
)
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朱
恵
国
…
の
足
ら
ざ
る
を
補
っ
た
か
に
見
え
て
、
終
始
朱
子
学
の
枠
内
に
止
る
も
の
で
あ
っ
た
。

議
論
が
あ
り
、
後
に
触
れ
る
。

な
お
こ
の
陸
氏
の
説
に
対
し
て
は
、
陳
樫
に

(
五
)

い
わ
ゆ
る
乾
嘉
の
考
証
学
の
祖
の
一
人
、
毛
奇
齢
の
説
は
、
朱
窯
新
注
へ
の
批
判
に
終
始
す
る
。

毛
奇
齢
(
大
可
、
西
河
、

一
六
二
三

t
一
七
一
六
)

学
の
言
た
る
放
と
、
従
来
此
の
解
無
は
。
:
:
:
蓋
し
単
に
学
の
字
を
提
す
れ
ば
使
ち
是
れ
道
を
業
む
こ
と
に
し
て
、
百
工
の
砕
に
居

る
と
君
子
の
学
と
正
に
分
別
有
り
、
以
て
学
は
術
を
同
時
ふ
の
事
に
非
ず
と
為
す
な
り
。



次
い
で
『
集
註
』
の
「
後
覚
者
必
殺
先
覚
之
所
為
」
に
つ
い
て
言
う
。

論
語
の
旧
疏
に
、
学
を
訓
じ
て
覚
と
作
す
を
以
て
遂
に
日
く
、
後
覚
は
先
覚
に
数
ふ
、
と
。
此
れ
説
文
・
白
虎
通
の
覚
を
警
覚
と
作

す
に
出
で
、
解
す
る
に
教
学
を
以
て
言
へ
る
こ
と
、
孟
子
の
後
覚
を
覚
す
の
覚
即
学
字
の
如
く
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
今
伯
ほ
数

を
以
て
学
と
為
し
、
又
覚
字
を
添
ふ
れ
ば
、
別
ち
覚
と
殺
と
雑
出
し
て
大
い
に
貿
乱
せ
ん
。

『
論
語
』
の
旧
疏
、

つ
ま
り
『
皇
疏
』
に
戻
っ
て
み
る
と
、
た
し
か
に
「
先
王
の
道
を
用
ひ
、
人
の
惰
性
を
導
き
て
自
ら
覚
悟
せ
使
む
」

と
あ
る
か
ら
、
皇
侃
は
、
「
学
」
を
「
さ
と
る
」
と
と
も
に

「
さ
と
す
」

の
意
を
も
込
め
て
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
毛
氏
は

「
さ
と
す
」

の
側
面
を
強
調
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
朱
窯
が
皇
侃
を
ど
こ
ま
で
意
識
し
た
か
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

と
も
あ
れ

毛
民
は
そ
の
『
集
註
』
批
判
を
、
兄
の
錫
齢
の
言
葉
を
引
き
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。

を
し

先
仲
氏
日
く
、
礼
記
疏
に
、
学
と
は
教
な
り
、
即
覚
な
り
。
故
に
礼
記
の
学
字
は
多
く
教
字
に
読
む
。
学
記
の
、
惟
だ
学
ふ
る
は
学

ぶ
の
半
ば
な
り
。
学
ふ
る
に
等
を
臨
へ
ず
。
小
学
正
干
を
学
ふ
の
類
の
如
き
、
是
れ
学
な
る
も
の
は
教
な
り
。
而
る
を
以
て
放
と
為

せ
る
は
、
宣
に
又
た
字
音
、
誤
り
を
致
せ
る
か
、
と
。
(
以
上
、
論
語
稽
求
篇
)
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朱
註
に
対
し
て
宜
せ
ら
れ
た
訣
別
の
辞
の
最
も
際
立
つ
も
の
と
し
て
、
以
上
、
毛
奇
齢
の
説
を
掲
げ
た
。
以
降
、
数
あ
る
考
証
学
徒
の

注
解
の
な
か
で
は
「
時
習
之
習
、
即
一
貫
之
貫
」
と
い
う
庇
一
万
(
伯
元
、
芸
台
、
一
七
六
四

1
一
八
四
九
)
の
説
が
目
立
つ
程
度
で
、
道

光
に
か
け
セ
の
時
期
で
は
、
公
羊
学
派
の
説
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
劉
逢
禄
、
宋
朔
鳳
の
も
の
を
掲
げ
よ
う
。

割
逢
禄
(
申
受
、

学
と
は
六
経
を
制
定
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
春
秋
の
時
に
当
り
て
、
異
端
の
萌
芽
己
に
見
れ
、
夫
子
乃
ち
尭
舜
三
王
の
法
を
述
べ
、
教

一
七
七
六

t
一
八
二
九
)

へ
を
万
世
に
垂
る
。
是
れ
に
非
、
ざ
れ
ば
則
ち
子
思
子
の
所
謂
学
ば
弗
る
有
る
な
り
。
(
論
語
述
何
)

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
車
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

宋
朔
鳳
(
子
庭
、

一
七
七
六

t
一
八
六

O
〉

先
王
既
に
没
し
、
明
堂
の
政
浬
び
、
大
学
の
教
廃
さ
れ
、
孝
弟
忠
信
傍
ら
ざ
れ
ば
、
孔
子
命
を
受
け
て
春
秋
を
作
り
、
其
の
徴
言
論

語
に
備
わ
る
。
遂
に
首
め
に
学
を
立
つ
る
の
義
を
言
ひ
て
日
く
、
殺
め
て
時
に
之
れ
を
習
は
し
む
、
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
、
と
。

時
に
習
は
し
む
と
は
、
即
ち
替
宗
上
停
の
土
に
教
ふ
る
の
法
な
り
。
(
論
語
説
義
)

「
尚
子
」

の
内
実
を
六
経
の
制
定
乃
至
春
秋
の
制
作
と
い
う
具
体
的
業
讃
に
限
定
す
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
公
羊
学
派
独
自
の
発
想
で
あ
る
が
、

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
説
は
、
劉
宝
楠
『
論
語
正
義
』
の
採
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
解
釈
史
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

劉
宝
楠
(
楚
槙
、

一
七
九
一

t
一
八
五
五
)

夫
子
十
五
に
し
て
学
に
志
し
、
後
に
仕
へ
ざ
る
に
及
び
て
乃
ち
更
に
諸
経
を
制
定
す
。
史
記
孔
子
陸
家
に
、
孔
子
定
公
五
年
に
当
り

て
己
に
詩
書
礼
楽
を
修
む
と
言
へ
る
は
、
即
ち
此
れ
を
謂
ふ
な
り
。
制
定
の
後
、
学
の
業
は
復
び
存
す
。
凡
そ
篇
中
に
言
ふ
所
の
為
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学
の
事
は
、
皆
な
夫
子
の
制
定
す
る
所
を
指
し
て
之
れ
を
言
へ
り
。

右
の
劉
氏
『
正
義
』
は
、
も
と
よ
り
古
注
に
基
盤
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
清
一
代
を
ひ
る
が
え
っ
て
、
早
く
、
玉
歩
青
『
四
書

朱
子
本
義
陸
参
』
の
よ
う
に
新
注
を
補
競
し
た
も
の
が
存
在
す
る
が
、

下
っ
て
同
治
以
降
に
は
、

黄
式
一
ニ
『
論
語
後
案
』
・
陳
樫
『
東
塾

読
書
記
』
な
ど
、
新
注
・
古
注
に
囚
わ
れ
ぬ
仕
事
が
残
っ
て
い
る
。

黄
式
三
(
穣
香
、

一
七
八
九

t
一
八
六
二
)

学
と
は
読
書
を
調
ふ
。
王
氏
及
び
程
子
の
説
同
じ
。
朱
子
の
学
に
注
し
て
放
と
訓
ず
る
も
の
は
、
学
の
字
を
弟
一
学
字
の
中
に
統
解

せ
る
も
の
に
し
て
、
執
れ
か
学
を
好
む
と
為
す
、
弟
子
学
ぶ
能
は
ず
、
願
く
は
学
ば
ん
、
道
を
学
べ
ば
、
の
如
き
、
必
ず
訓
じ
て
殺

と
為
し
て
始
め
て
通
ず
。
其
の
程
子
の
説
を
引
き
て
、
学
を
読
書
と
為
し
、
時
習
を
既
に
読
み
て
時
に
思
緯
す
と
為
す
は
、
則
ち
此



の
章
の
正
解
な
り
。
寅
直
卿
の
語
録
に
甚
だ
明
ら
か
な
り
。
(
論
語
後
案
)

黄
直
卿
即
ち
黄
戟
の
録
せ
る
『
語
類
』
の
文
は
、
既
に
つ
一
)
に
引
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

陳
盟
(
蘭
甫
、

一
八
一

O
t
一
八
八
二
)

清
献
、
学
字
の
著
実
を
求
め
ん
と
欲
す
る
は
誠
に
是
な
り
。
然
れ
ど
も
之
れ
を
朱
注
に
求
め
、
之
れ
を
大
学
に
求
め
、
之
れ
を
章
句

或
問
に
求
む
る
は
、
何
ぞ
之
れ
を
論
語
に
求
む
る
に
如
か
ん
や
。
論
語
に
学
を
言
へ
る
も
の
、
学
而
章
を
首
と
為
す
。
次
は
則
ち
弟

子
章
に
し
て
、
日
く
、
則
ち
以
て
文
を
学
ぶ
、
と
。
又
た
次
は
則
ち
賢
賢
易
色
章
に
し
て
、
日
く
、
未
だ
学
ば
す
と
日
ふ
と
離
も
、
吾

は
必
ず
之
れ
を
学
ぴ
た
り
と
謂
は
ん
、
と
。
然
れ
ば
則
ち
学
ぶ
所
の
者
は
文
な
り
。
賢
賢
以
下
の
四
事
な
り
。
又
た
次
は
則
ち
君
子

不
重
章
に
し
て
、
日
く
、
学
ぶ
も
則
ち
固
か
ら
ず
、
と
。
又
た
次
は
則
ち
君
子
食
無
求
飽
章
に
し
て
、
日
く
、
学
を
好
む
と
調
ふ
可
し
、

と
。
然
ら
ば
則
ち
学
は
之
れ
、
重
く
し
て
国
き
、
に
当
り
、
安
飽
を
求
め
ず
、
事
に
敏
に
し
て
言
に
慎
し
み
、
有
道
に
就
正
す
る
、

に
当
る
。
論
語
二
十
篇
、
学
の
字
甚
だ
多
き
も
、
皆
な
此
の
学
字
に
同
じ
き
な
り
。
此
の
如
く
に
し
て
之
れ
を
求
む
れ
ば
則
ち
著
実
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な
り
。
此
の
置
の
管
見
、
安
く
に
か
清
献
を
起
し
て
之
を
質
す
を
得
ん
。
(
東
塾
読
書
記
、
ニ
)

清
献
と
は
、

陳
氏
は
陸
氏
『
松
陽
講
義
』
が
朱
子
学
の
枠
か
ら
抜
け
出
し
得
な
い
こ
と
の
批
判
を
通
し

て
、
漢
宋
両
学
の
折
哀
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
四
)
に
既
掲
の
陸
陣
其
の
号
。

お

わ

り

大
掴
み
に
言
え
ば
、
学
と
い
う
営
み
を
、

「
諦
習
」
・
「
覚
」
・
「
殺
」
・
「
穀
」
・
「
業
道
」
・
「
耐
定
」
な
ど
、
積
み
重
ね
方
式
の
枠
で
理
解

い
わ
ゆ
る
古
注
・
新
注
両
系
統
を
合
せ
る
形
で
主
流
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
本
領
」
・
「
本
心
」
・
「
良
知
」
の
価
値
に
覚

す
る
も
の
が
、

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
一
車
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

醒
す
る
こ
と
が
真
理
認
識
へ
の
捷
径
で
あ
る
と
す
る
心
学
的
理
解
が
傍
流
と
し
て
存
在
し
た
と
言
え
る
。
そ
う
し
て
そ
の
主
流
の
な
か
で

っ
、
時
に
広
が
り
、
時
に
重
な
っ
て
流
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
。

も
、
経
学
修
得
を
中
心
と
す
る
「
諦
習
」
系
統
の
も
の
と
、
人
格
陶
冶
を
中
心
と
す
る
「
覚
悟
」
系
統
の
も
の
が
、
程
度
の
差
を
伴
い
つ

註

(

1

)

内
閣
文
庫
所
蔵
『
慈
湖
先
生
遺
書
』
ハ
明
刊
本
)
の
原
文
を
少
し
前

に
遡
っ
て
引
い
て
み
る
。
「
使
所
習
有
説
、
則
必
有
志
、
青
山
作
必
有
時

而
息
、
至
於
息
則
非
時
習
也
。
惟
其
無
意
也
、
故
能
時
時
而
習
。
時
習

之
習
、
乃
不
不
習
之
習
、
易
日
:
:
:
」
。
習
は
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
の
習

が
、
習
の
字
の
意
味
の
逆
転
に
よ
っ
て
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
習
は
ざ

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
後
続
の
殆
ん
ど
同
様
の
文
中
に
「
時
時
市

E 

夫
子
之
言
性
与
天
道

不
可
得
市
聞
也

[ま

め

じ

羽
田
、
乃
不
習
之
習
」
と
も
見
え
る
。
後
掲
の
京
震
の
語
も
参
照
。
な
お

明
の
王
肯
堂
『
論
語
義
府
』
も
、
「
時
習
之
羽
田
、
乃
不
習
之
習
」
と
、

「
不
」
の
一
宇
を
欠
き
つ
つ
こ
の
楊
簡
の
文
を
引
い
て
い
る
。

(

2

)

陳
澄
は
、
「
学
を
放
と
訓
ず
る
は
、
尚
書
大
伝
及
び
広
雅
釈
詰
に
見

ゆ
」
と
述
べ
、
か
っ
「
毛
西
河
四
書
改
錨
に
云
ふ
、
学
字
、
注
に
数
字

に
作
る
も
、
従
来
の
字
学
に
は
並
び
に
比
の
訓
無
し
、
と
。
西
河
の
妄

な
る
こ
と
此
の
如
し
」
と
い
う
。
(
東
弘
一
読
書
記
一
一
)
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一
般
に
こ
の
章
は
、
た
と
え
ば
子
不
語
怪
力
乱
神
章
(
述
而
篇
)
な
ど
と
共
に
、
孔
丘
思
想
の
非
抽
象
性
を
物
語
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
端
木
賜
(
子
貢
)
は
、
孔
丘
の
口
か
ら
「
性
」
と
「
天
道
」
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
の
は
近
時
の
こ
と
、
解
釈
史
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
章
に
関
す
る
実
に
多
彩
な
先
人
の
思
索
の
変
遷
の
跡

を
語
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



変
遷
の
最
も
典
型
的
な
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

「
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
」

は
、
後
代
に
至
っ
て
、
聞
き
得
た
時
の
子
貢
の
喜

び
の
言
葉
、
と
解
せ
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
。

つ
ま
り
「
容
易
に
は
聞
き
得
ぬ
も
の
だ
。

そ
れ
を
ふ
f

こ
そ
聞
き
得
た
ぞ
」

と
、
解
釈
が
逆
転

現
代
と
異
り
、
孔
丘
が
生
知
の
聖
人
で
あ
る
為
に
は
、
「
性
」
(
人
間
観
・
人
性
論
)
と
「
天
道
」
(
自
然
観
・
宇
宙

論
)
に
つ
い
て
、
最
高
度
の
知
識
の
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
道
理
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
有
資
格
者
で
あ
れ
ば
認
知
可

能
で
あ
る
こ
と
、
が
望
ま
し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
開
」
と
い
う
営
為
が
ど
こ
ま
で
及
び
得
る
と
解
す
る
か
の
問
題
が
浮
か
び
あ
が
っ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

て
く
る
。
「
聞
」

に
深
浅
が
あ
る
と
同
時
に
、
「
性
」

と
「
天
道
」

に
関
す
る
理
解
も
多
岐
に
わ
た
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
下
、
こ
の
章
の
解
釈
史
を
概
観
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
中
国
思
想
史
研
究
に
お
け
る
真
理
認
識
の
分
野
に
、
は
た
ま
た

人
性
論
と
天
道
観
の
分
野
に
、
い
さ
さ
か
な
り
と
触
れ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

(

一

)
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こ
の
章
の
注
解
で
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
、
近
年
の
発
見
に
関
る
ト
天
寿
抄
本
『
弔
問
語
鄭
氏
注
』
で
あ
る
。
後

漢
の
鄭
玄
(
康
成
、

一
一
一
七

t
二
O
O
)
は
、
そ
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
説
く
。

性
と
は
人
の
血
気
を
受
け
て
以
て
生
れ
、
賢
愚
吉
凶
あ
る
を
謂
ふ
。
天
道
と
は
七
政
変
動
の
占
を
謂
ふ
。

こ
の
鄭
注
は
、
夙
に
『
後
漢
書
』
注
の
な
か
に
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
清
儒
銭
大
折
(
暁
徴
、
竹
汀
、

一
七
二
八

l
一
八

O

四
)
の
『
養
新
録
』
に
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
引
い
て
検
討
の
資
と
し
よ
う
。

後
漢
書
桓
謂
伝
に
、
天
道
性
命
は
聖
人
の
言
ふ
を
難
る
所
、
子
貢
よ
り
以
下
、
得
て
聞
か
ず
、
と
。
注
に
鄭
康
成
の
論
語
注
を
引

く
、
性
と
は
人
の
血
気
を
受
け
て
以
て
生
れ
、
賢
愚
吉
凶
有
る
を
謂
ふ
、
天
道
と
は
七
政
変
動
の
占
な
り
、
と
。
古
書
に
天
道
を
言

北
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『
論
一
也
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

ふ
も
の
は
、
皆
な
吉
凶
禍
福
を
主
と
し
て
言
へ
り
。

光
武
帝
劉
秀
が
識
緯
を
信
用
す
る
の
を
諌
め
よ
う
と
し
た
桓
謂
の
話
は
、
『
蒙
求
』
に
も
「
桓
語
非
識
」

と
し
て
登
場
す
る
。
桓
謂
は
、
孔

丘
が
天
道
性
命
を
語
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
、
そ
れ
と
重
ね
合
せ
て
、
識
緯
の
退
く
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

続
く
『
後
漢
書
』
桓
謂
伝
の
李
賢
注
の
な
か
に
引
か
れ
て
い
る
鄭
玄
の
論
語
症
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
前
掲
『
論
語
鄭
氏
注
』
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

変
動
の
占
と
解
し
て
い
た
わ
け
で
、
以
上
、
こ
の
時
代
に
は
、
性
と
天
道
と
も
に
人
力
で
は
如
何
と
も
為
し
難
い
、
不
可
知
の
要
素
を
も

つ
ま
り
、
鄭
玄
は
「
性
」
を
賢
愚
の
み
な
ら
ず
士
口
凶
を
も
含
む
も
の
と
解
し
、

「
天
道
」
を
日
月
五
星
の

つ
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
例
で
あ
る
。

(一一)
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説
の
何
曇
は
『
論
語
集
解
』
の
な
か
で
、

一
転
し
て
、
孔
丘
が
抽
象
世
界
に
闘
っ
て
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
認
識
か
ら
在

を
施
し
た
。

性
と
は
人
の
受
け
て
以
て
生
ず
る
所
な
り
。
天
道
と
は
元
亨
日
新
の
道
な
り
。
深
微
な
る
が
故
に
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

性
と
天
道
の
概
念
規
定
、

ふ
た
つ
な
が
ら
鄭
玄
の
そ
れ
と
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、

い
ま
一
つ
、

「
深
徴
」

と
い
う
表
現
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
が
深
微
な
の
か
。

こ
こ
は
邪
旦
内
の
「
疏
」
が
「
此
章
言
夫
子
之
道
深
微
難
知
也
」
と
い

う
よ
う
に
、
孔
丘
思
想
の
、
性
と
天
道
に
関
す
る
理
解
の
深
さ
、
と
解
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
ま
り
何
曇
は
、
孔
丘
が
性
と
天
道
に

つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
と
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。

梁
の
皇
侃
の
『
義
疏
』
は
、
何
畏
と
は
別
の
訓
み
方
に
拠
り
つ
つ
、
何
曇
よ
り
以
上
に
孔
丘
思
想
の
超
越
性
を
強
調
し
た
。



夫
子
の
言
と
は
即
ち
文
章
の
言
は
ん
と
す
る
所
を
謂
ふ
な
り
。
性
と
は
孔
子
の
票
け
て
以
て
生
る
る
所
の
も
の
な
り
。
天
道
と
は
元

亨
日
新
の
道
を
謂
ふ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
孔
子
の
六
籍
は
乃
ち
是
れ
人
の
見
る
所
、
而
れ
ど
も
六
籍
の
言
は
ん
と
す
る
所
の
旨

は
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
。
爾
る
所
以
の
者
は
、
夫
子
の
性
は
天
地
元
亨
の
道
と
其
の
徳
を
合
し
、
此
を
致
す
処
は
深
遠
に
し
て
凡

人
の
知
る
所
に
非
ず
、
故
に
其
の
言
は
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

ま
ず
書
き
出
し
に
、
「
夫
子
之
言
、
即
謂
文
章
之
所
壬
一
口
」
と
説
く
。

つ
ま
り
「
夫
子
之
号
一
E
が
、
具
体
的
文
章
(
六
籍
)
で
は
な
く
て
、

文
章
に
含
ま
れ
て
い
る
言
外
の
奥
義
を
指
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
甚
だ
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
「
夫
子
之
言
」

は
何
故
に
聞
き
得

ぬ
か
。
「
夫
子
之
性
与
天
地
元
亨
之
道
合
其
徳
」
|
|
夫
子
の
性
、

つ
ま
り
天
分
は
、
宇
宙
の
法
則
と
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
深

還
を
極
め
て
凡
人
の
認
識
の
範
囲
を
超
え
る
か
ら
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

論
語
原
文
は
、
「
夫
子
の
言
は
、
性
の
天
道
に
与
へ
ば
、
得
て

聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
訓
ず
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
孔
丘
天
賦
の
資
質
を
天
道
と
等
し
な
み
に
看
倣
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
孔
丘
の
絶
対

な
お
『
義
疏
』
は
或
る
ひ
と
の
一
一
百
と
し
て
「
此
れ
は
是
れ
孔
子
の
死
後
子
貢
の
言
へ
る
な
り
」
と
い
う
説
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性
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

も
掲
げ
て
い
る
。

唐
代
の
韓
愈
(
退
之
、
昌
媛
、
七
六
八

t
八
二
四
)
・
李
朝
(
羽
田
之
、
七
七
四

t
八
一
二
六
)
も
、
「
性
」
を
孔
丘
の
性
と
し
、
性
と
天
道

の
一
致
を
説
い
た
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
李
朝
が
、
端
木
賜
の
深
植
よ
く
孔
丘
の
性
・
天
道
を
聞
き
知
っ
た
、
と
、
判
断
を
逆
転
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
『
論
語
筆
解
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

緯
臼
く
、
孔
説
粗
な
り
、
其
の
精
殖
に
非
ず
。
吾
は
性
と
天
道
と
は
一
義
と
謂
ふ
な
り
。
若
し
二
義
に
解
せ
ん
か
、
即
ち
人
の
受
け

て
以
て
生
る
る
と
こ
ろ
、
何
者
か
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。

李
日
く
、
天
の
命
ず
る
之
れ
を
性
と
謂
ふ
。
是
れ
天
人
相
ひ
与
に
一
な
り
。
天
も
亦
た
性
有
り
。
春
仁
、
夏
礼
、
秋
義
、
冬
智
是
れ
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『
詩
型
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

な
り
。
人
の
性
に
率
ふ
、
五
常
の
道
是
れ
な
り
。
蓋
し
門
人
は
只
だ
仲
尼
の
文
章
を
知
る
の
み
に
し
て
、
克
く
仲
尼
の
性
は
天
道
と

合
ふ
を
知
る
こ
と
少
き
な
り
。
子
貢
の
深
離
に
非
ざ
れ
ば
、
共
れ
天
人
の
性
を
知
ら
ん
や
。

『
論
語
筆
解
』
で
は
、
通
常
の
何
回
安
注
を
孔
安
国
の
注
と
し
て
い
る
。

何
曇
の
注
の
内
容
を
批
判
し
た
も
の
、
そ
の
上
に
立
っ
て
韓
愈
・
李
朝
と
も
に
「
性
与
天
道
」
に
関
し
て
は
皇
侃
を
承
け
、
李
朝
は
歩
一

歩
を
進
め
て
、
天
人
の
性
を
端
木
賜
が
理
解
し
た
、
と
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
性
概
念
の
価
値
の
上
昇
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
韓
愈
の
最
初
に
説
く
「
孔
説
粗
な
り
」

と
は
、
実
質

(
一
一
一
)

北
宋
に
入
っ
て
、
ま
ず
程
顕
(
伯
淳
、
明
道
、

一
O
三
二

i
一
O
八
五
)
の
語
を
見
ょ
う
。
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子
貢
蓋
し
是
に
於
て
始
め
て
得
る
所
有
り
て
、
之
れ
を
歎
ぜ
る
な
り
。
子
貢
の
才
を
以
て
、
夫
子
に
従
ふ
こ
と
此
の
如
く
に
之
れ
久

く
し
て
、
方
め
て
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
、
と
歎
ぜ
る
、
亦
た
之
れ
を
鈍
な
り
と
謂
ふ
司
し
。
其
の
孔
子
の
没
せ
る
に
、
室
を
場
に

築
き
、
六
年
に
し
て
然
る
後
に
帰
れ
る
を
観
れ
ば
、
則
ち
子
貢
の
志
亦
た
見
る
可
し
。
他
人
子
貢
の
才
の
如
け
れ
ば
、
六
年
の
中
に

多
少
の
事
を
待
作
し
て
、
畳
に
如
の
く
な
る
を
肯
ぜ
ん
。
(
程
氏
遺
書
、
巻
二
一
)

「
性
」
を
孔
丘
に
限
定
し
て
い
な
い
も
の
の
、
子
貢
が
聞
く
を
得
た
、
と
、
判
断
を
逆
転
さ
せ
た
点
は
、
ま
さ
に
李
朝
と
同
じ
で
あ
り
、

次
の
程
願
の
説
と
も
ど
も
、
こ
の
観
点
は
、
後
人
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
。

程
顕
の
語
の
う
ち
、
そ
の
『
論
語
解
』
に
見
え
る
も
の
は
、
次
の
一
則
。

子
貢
、
夫
子
の
至
論
を
聞
き
て
、
之
れ
を
歎
美
せ
る
の
言
な
り
。

こ
の
語
が
、
後
に
、
朱
窯
の
『
論
語
集
註
』
に
圏
外
の
説
と
し
て
採
ト
り
れ
、
所
謂
新
注
の
骨
子
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。



以
上
の
程
氏
兄
弟
の
語
は
、
共
に
朱
喜
…
の
『
論
語
精
義
』
に
採
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
論
語
精
義
』
に
は
、
更
に
、
程
願
の
語
と
し

て
、
以
下
の
四
則
が
並
ぶ
。

性
と
天
道
と
は
子
買
は
初
め
未
だ
此
れ
に
達
せ
ざ
る
も
、
後
に
能
く
之
れ
に
達
す
。
故
に
此
の
歎
辞
を
発
せ
り
。
孔
子
は
言
は
ず
と

謂
ふ
に
非
、
ず
。
其
の
意
は
又
た
淵
奥
此
の
如
し
、
人
量
に
能
く
到
ら
ん
。

唯
だ
子
貢
の
み
親
ら
是
の
理
に
達
す
。
故
に
能
く
此
の
歎
美
の
辞
を
為
し
、
衆
人
の
聞
く
を
得
ざ
る
を
一
一
=
口
へ
り
。

前
者
は
『
論
語
解
』
・
『
程
氏
外
書
』
巻
一
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
。
後
者
(
程
氏
外
書
巻
六
に
も
あ
り
)
で
は
、
端
木
賜
が
「
理
」

に
遠
山
し

た
と
揚
言
す
る
。
「
性
」
と
「
天
道
」
と
を
「
理
」

に
置
き
換
え
る
程
願
の
こ
の
観
点
は
、
そ
の
ま
ま
朱
窯
木
注
に
継
承
、
定
着
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ど
も
は
、
後
に
再
説
す
る
こ
と
と
し
、
程
聞
の
残
る
二
則
を
見
ょ
う
。

性
と
天
道
と
は
自
得
す
る
に
非
ざ
れ
ば
別
ち
知
ら
ず
。
故
に
日
く
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
、
と
。

性
と
天
道
と
は
得
て
開
く
可
か
ら
、
ず
。
要
は
黙
し
て
之
れ
を
識
る
に
在
り
。

こ
の
二
則
は
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「聞」

の
質
的
側
面
を
問
題
に
す
る
。

「性」

と
「
天
道
」
と
は
、

単
な
る
悟
性
的
「
聞
」

の
対
象
に
は
な
ら
ぬ
体
の
も
の

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
学
徒
の
白
得
・
黙
識
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
「
性
」

と
「
天
道
」

へ
の
思
い
入
れ
は
、
程
固
と
時
を

同
じ
く
し
た
張
載
(
子
厚
、
横
渠
、
一

O
二
O
t
一
O
七
七
)
に
も
見
ら
れ
る
。

子
貢
は
、
夫
子
の
言
ふ
所
の
性
と
天
道
と
は
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
と
謂
へ
り
。
既
に
夫
子
の
言
へ
る
と
一
五
へ
ば
、
即
ち
是
れ
居
常
に

之
れ
を
語
れ
る
な
り
。
聖
門
の
学
者
は
仁
を
以
て
己
が
任
と
為
し
、
荷
知
を
以
て
得
た
り
と
為
さ
ず
、
必
ず
了
悟
を
以
て
聞
と
為

す
。
因
り
て
是
の
説
有
り
。
(
張
子
語
録
)

程
顕
の
「
自
得
・
黙
識
」

に
比
す
れ
ば
、
張
載
の
「
了
悟
L

は
一
層
の
深
化
と
も
解
さ
れ
よ
う
が
、

「聞」

の
拡
大
解
釈
は
、
程
頴
の
高
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『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
壬
一
口
三
章
に
つ
い
て

弟
、
謝
良
佐
に
至
っ
て
更
な
る
展
開
を
み
た
。

し
ば
ら
く
は
、
引
続
き
「
聞
」

に
関
し
て
、
そ
の
行
方
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

謝
氏
は
、
性
と
天
道
と
は
以
心
伝
心
の
形
で
教
示
さ
る
べ
き
も
の
、
孔
丘
と
端
木
賜
の
聞
に
は
そ
れ
が
行
わ
れ
た
、
と
す
る
。

夫
子
の
文
章
は
、
人
の
所
調
文
章
に
異
り
、
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
、
人
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
に
異
り
、
子
貢
の
言
を
聴

く
は
、
人
の
言
を
聴
く
に
異
る
な
り
。
他
人
夫
子
の
文
章
を
聞
け
ば
、
文
章
に
止
る
の
み
、
子
貢
夫
子
の
文
章
を
聞
け
ば
、
其
の
間

に
於
て
所
謂
性
と
天
道
と
を
知
る
。
性
と
天
道
と
は
、
夫
子
之
れ
を
言
は
ん
と
欲
す
と
雌
も
、
文
た
安
ん
ぞ
得
て
之
れ
を
言
は
ん
。

得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
。
性
と
天
道
と
、
使
し
子
貢
の
智
以
て
之
れ
を
知
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
即
ち
安
ん
ぞ
能
く
此
れ
に

語
ら
ん
。
即
ち
夫
子
普
く
言
ふ
と
謂
は
ざ
る
可
け
ん
や
、
子
貢
普
く
聴
く
と
調
は
ざ
る
可
け
ん
や
。
後
世
の
諸
子
、
性
と
天
道
と
を

る
、
章
句
の
外
に
於
て
毛
髪
も
得
る
所
無
き
ゃ
、
亦
た
子
貢
の
聞
く
に
呉
れ
り
。
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言
ふ
こ
と
多
し
。
其
の
言
紛
紛
と
し
て
、
人
を
し
て
弥
々
識
ら
ざ
ら
し
む
る
こ
と
、
夫
子
の
言
に
異
る
。
後
世
の
学
者
の
書
を
観

か
e

ふ
る
心
学
的
傾
向
の
所
論
に
対
し
て
は
、
朱
烹
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
『
朱
子
語
類
』
所
録
の
こ
の
章
に
関
る
朱
煮
の
言
葉
は
十
二
則
、

そ
の
最
後
の
黄
義
剛
録
せ
る
一
則
を
取
り
上
げ
て
、
朱
烹
に
よ
る
謝
良
佐
批
判
の
あ
り
ょ
う
を
観
ょ
う
。

叔
器
問
ふ
、
謝
氏
の
文
章
、
性
、
天
道
の
説
、
先
生
何
故
に
取
ら
ざ
る
。

日
く
、
程
先
生
は
曽
て
恋
地
に
説
か
ず
。
程
先
生
説
き
得

て
実
、
他
は
説
き
得
て
虚
な
り
。

ま
ず
叔
器
の
問
い
に
対
し
て
は
、
程
顕
と
の
へ
だ
た
り
を
指
摘
す
る
。

て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
う
い
う
場
面
で
は
、
多
く
程
聞
が
判
断
の
基
準
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
陳
淳
と
の
間
容
が
記
録
さ
れ

『
論
語
或
問
』
で
は
、

程
顕
と
並
ん
で
張
載
な
ど
も
善
し
と
さ
れ

て
い
る
。安
卿
問
ふ
、
先
生
の
、
謝
氏
の
説
を
取
ら
ざ
る
者
は
、
是
れ
他
、
只
だ
文
章
を
理
会
す
れ
ば
即
ち
性
と
天
道
は
其
の
聞
に
在
り
、
と



説
く
が
為
な
る
こ
と
莫
き
や
。

日
く
、
也
た
是
れ
性
と
天
道
は
只
だ
文
章
中
に
在
り
。
然
れ
ど
も
聖
人
の
人
に
教
ふ
る
や
窓
地
な
ら

ず
。
子
貢
は
当
時
曽
っ
て
怨
地
に
説
か
ず
。
天
の
命
ず
る
之
れ
を
性
と
謂
ふ
が
如
き
、
使
ち
是
れ
分
明
に
那
の
性
を
指
す
。
大
な
る

か
な
乾
元
、
万
物
資
り
て
始
む
と
は
、
使
ち
是
れ
道
の
理
を
説
く
。

一
陰
一
陽
之
れ
を
道
と
謂
ふ
、
之
れ
を
継
ぐ
者
は
善
な
り
、
之

れ
を
成
す
者
は
性
な
り
と
は
、
使
ち
是
れ
性
と
天
道
と
な
り
。

只
だ
是
れ
迎
頭
し
て
使
ち
住
地
に
説
か
ざ
り
し
の
み
。

陳
淳
の
質
問
は
、
既
出
謝
良
佐
の

「
子
貢
間
夫
子
之
文
章
、
於
其
問
、
知
所
謂
性
与
天
道
」
を
捉
え
て
の
も
の
で
あ
る
。
謝
良
佐
に
従
え

ば
、
端
木
賜
は
孔
丘
の
文
章
を
聞
く
な
か
で
、
言
外
に
性
と
天
道
の
何
た
る
か
を
知
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
点
が
お

気
に
召
さ
な
い
の
で
す
ね
、
と
い
う
わ
け
。
朱
烹
の
答
え
を
反
留
し
て
み
る
ー
ー
も
と
よ
り
性
と
天
道
は
文
章
の
中
に
存
在
す
る
。
し
か

し
孔
丘
は
謝
良
佐
の
説
く
よ
う
な
言
外
に
伝
え
る
手
法
は
採
ら
な
か
っ
た
し
、
端
木
賜
と
し
て
も
、
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
聞
き
知
る
こ

と
が
で
き
た
、
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
『
中
庸
』
や
『
易
』
の
言
葉
の
い
く
つ
か
は
、
ま
さ
に
性
と
天
道
と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
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端
木
賜
に
対
し
、
真
正
面
か
ら
こ
れ
ら
の
言
葉
を
持
ち
出
さ
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
表
現
を
嫌
っ
た
。
別
の
場
面
で
「
文
章
の
内
容
に
因
ん
で
性
と
天
道
を
悟
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
後
に
な
っ
て
孔
丘
の
説
く
の
を
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
賀
さ
れ
た
朱
蒸
は
、
も
と
よ
り
前
者
を
排
し
て
い

る
。
(
陳
淳
録
)
ま
た
別
の
場
面
で
、
「
性
と
天
道
に
つ
い
て
端
木
賜
が
始
め
て
聞
く
こ
と
が
で
き
歎
美
し
た
、
と
集
注
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
朱
棄
は
謝
良
佐
の
「
於
其
間
」

旧
説
で
は
、
性
と
天
道
と
は
こ
の
文
章
の
な
か
に
あ
る
。
文
章
の
処
が
即
ち
天
道
だ
、

と
あ
り
ま
す
が
」

と
間
わ
れ
た
朱
烹
は
、

「
そ
れ

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
『
孟
子
』
に
性
善
が
説
か
れ
ず
と
も
よ
く
、

(
1
)
 

言
う
必
要
は
な
く
な
る
」
と
答
え
て
い
る
。
(
徐
寓
録
)
つ
ま
り
謝
良
佐
の
「
文
章
は
聞
け
て
も
、
性
と
天
道
は
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
♂

聞
き
得
た
文
章
の
な
か
か
ら
性
と
天
道
に
関
す
る
言
外
の
意
を
悟
っ
た
の
だ
」
と
い
う
よ
う
な
所
謂
心
学
的
解
釈
が
、
無
軌
道
に
流
れ
易

は
禅
を
学
ん
だ
人
の
説
で
あ
る
。

『
易
』
に
陰
陽
不
測
之
謂
神
な
ど
と

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
諮
問
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

い
こ
と
を
一
貫
し
て
恐
れ
た
の
だ
っ
た
。

」
の
よ
う
な
次
第
で
、
新
注
は
専
ら
程
願
の
説
を
柱
と
し
て
作
ら
れ
た
Q

文
章
と
は
徳
の
外
に
見
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
威
儀
文
辞
皆
な
是
れ
な
り
。
性
と
は
人
の
受
く
る
所
の
天
理
、
天
道
と
は
天
理
自
然

の
本
体
に
し
て
、
其
の
実
は
一
理
な
り
。
一
寸
一
口
ふ
こ
こ
ろ
は
、
夫
子
の
文
章
は
日
々
外
に
見
れ
、
回
よ
り
学
ぶ
者
の
共
に
聞
く
所
な
る

も
、
性
と
天
道
に
至
り
て
は
、
則
ち
夫
子
は
竿
に
之
れ
を
言
ひ
、
学
ぶ
者
の
聞
く
を
得
、
ざ
る
者
有
り
、
と
な
り
。
蓋
し
聖
門
の
教
へ

等
を
蹴
え
ず
。
子
貢
是
に
至
り
始
め
て
之
れ
を
聞
く
を
得
て
其
の
美
を
歎
ぜ
る
な
り
。

以
上
が
本
注
、
こ
れ
に
前
掲
程
顕
の
第
一
則
を
圏
外
に
加
え
た
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

朱
烹
本
注
の
特
徴
の
最
も
大
き
な
も
の
は
、
程
願
の
第
三
則
を
踏
え
、
「
理
」
を
前
面
に
押
出
し
て
、
「
性
」
と
「
天
道
」
を
説
い
た
こ
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学
の
体
系
の
中
に
「
性
」

と
で
あ
る
。
性

1
人
所
受
之
天
理
、
天
道

l
天
理
自
然
之
木
体
、
し
か
も
、
其
突
一
理
也
と
い
う
こ
の
集
注
の
表
現
は
、
ま
さ
に
朱
烹
理

と
を
組
み
込
み
お
お
せ
た
図
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
基
本
図
式
、
こ
の
基
本
図
式
に
付
随
す
る
諸

と
「
天
道
」

要
素
は
、
「
語
類
」

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

天
に
四
時
有
り
。
春
夏
秋
冬
あ
り
、
風
雨
霜
露
有
る
、
教
に
非
ざ
る
は
無
き
な
り
。
地
は
神
気
を
載
せ
、
神
気
風
震
し
、
風
建
流
形

し
、
庶
物
露
生
す
る
、
教
に
非
ざ
る
は
無
き
な
り
。
此
に
以
て
性
と
天
道
と
を
観
る
司
し
。
ハ
呉
雑
録
)

性
は
是
れ
人
物
上
に
就
き
て
説
け
り
、
天
道
は
是
れ
陰
陽
五
行
な
り
。
(
沈
倒
録
)

警
へ
ば
一
条
の
長
連
の
物
事
の
如
し
。
其
の
流
行
す
る
も
の
是
れ
天
道
に
し
て
、
人
の
之
れ
を
得
た
る
も
の
を
性
と
為
す
。
乾
の
元

亨
利
貞
は
天
道
な
り
。
人
之
れ
を
得
れ
ば
則
ち
仁
義
礼
智
の
性
と
為
る
。
(
製
蓋
卿
録
)

こ
れ
ら
の
道
具
だ
て
が
揃
う
と
、
朱
菓
の
自
然
観
と
人
間
観
の
大
ま
か
な
構
図
が
見
え
て
く
あ
。



新
注
の
特
徴
の
い
ま
一
つ
は
、

と
い
う
に
在
る
。
真
理
認
識
に
階
梯
を
踏
む
必
要
を
強
調
す
る
の
は
、
謝
良
佐
流

「
聖
門
教
不
蹴
等
」

の
認
識
方
法
を
顧
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

べ
き
で
あ
る
。

「
聞
」
即
ち
真
理
観
の
分
野
に
あ
っ
て
も
、

朱
蒸
ら
し
さ
の
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
注
解
と
評
す

(
四
)

朱
菜
の
顧
慮
と
は
別
し
て
、
謝
良
佐
流
の
心
学
的
解
釈
は
、
宋
明
心
学
の
盛
行
と
と
も
に
続
い
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
取
上
げ
て
み
よ

ぅ
。
ま
ず
、
朱
蒸
に
よ
っ
て

「
そ
の
著
述
は
洪
水
猛
獣
の
如
く
恐
る
ベ
し
」

と
指
弾
さ
れ
た
張
九
成
(
子
部
、
横
浦
、

一
O
九
二

l
一一

五
九
)
の
『
論
語
百
篇
詩
』
か
ら
。

既
是
文
章
可
待
問

既
に
是
れ
文
章
聞
く
を
得
可
け
れ
ば
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不
応
此
外
尚
云
云

応
に
此
の
外
に
尚
ほ
云
云
す
べ
か
ら
ず

如
何
夫
子
言
天
道

如
何
か
夫
子
天
道
を
言
ふ
に

肯
把
文
章
両
処
分

肯
て
文
章
を
把
り
て
両
処
に
分
た
ん

ま
さ
に
既
出
謝
良
佐
の
「
子
貢
間
夫
子
之
文
章
、
於
其
問
、
知
所
謂
性
与
天
道
」

次
い
で
朱
棄
の
論
敵
陸
九
淵
。

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

子
貢
の
、
性
と
天
道
は
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
と
言
へ
る
、
此
れ
は
是
れ
子
貫
に
後
来
見
る
所
の
処
有
り
し
な
り
。
然
れ
ど
も
之
れ

を
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
と
謂
へ
り
、
実
見
せ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
日
ひ
て
、
即
ち
是
れ
言
ひ
了

れ
る
が
如
し
。
(
陸
象
山
全
集
、
巻
コ
一
四
)

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

陸
九
淵
は
、
謝
良
佐
・
張
九
成
以
上
に
尖
鋭
的
で
あ
っ
て
、
言
語
の
才
の
故
に
端
木
賜
を
低
く
見
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
解
釈
に
な
る
の

で
あ
る
。
|
|
』
性
と
天
道
は

「聞」

の
対
象
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
後
に
な
っ
て
理
解
し
え
た
、

と
は
判
断
で
き
る
も
の
の
、

「
聞
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
」
な
ど
と
言
葉
に
拘
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
無
言
こ
そ
真
実
を
語
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
丁
度
「
予
欲
無
言
」

と
い
っ
て
、
す
べ
て
を
言
い
尽
し
た
よ
う
な
も
の
な
の
だ
。

明
代
心
学
に
在
っ
て
も
、
も
と
よ
り
「
文
章
」
、
「
性
」
、
「
道
」

の
一
致
が
説
か
れ
「
聞
」
が
「
悟
」
に
重
な
る
形
で
解
釈
さ
れ
た
。
三

例
を
み
よ
う
。

ま
ず
王
守
仁
の
高
弟
王
畿
。

道
と
器
と
は
合
一
、
文
章
は
即
ち
性
と
天
道
に
し
て
、
見
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
の
二
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
性
と
天
道
と
は
夫
子
未

だ
嘗
っ
て
言
は
、
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
但
だ
之
れ
を
聞
き
て
得
る
と
得
、
ざ
る
と
の
異
有
る
の
み
。
(
王
龍
渓
語
録
、
巻
三
)
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次
い
で
三
教
融
合
論
者
、
林
兆
思
の
言
。

或
る
ひ
と
、
頴
悟
子
貢
に
若
く
莫
き
に
、
其
の
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
所
以
の
も
の
を
問
ひ
、
夫
子
明
ら
か
に
し
て
以
て
我
に
告
げ

一
貫
の
旨
、
之
れ
を
啓
く
こ
と
再
び
な
る
に
、
猶
ほ
且
つ
未
だ
悟
ら
ず
。
而
し
て
性
と
天
道
と
は
、
是

れ
亦
た
一
貫
の
旨
な
り
。
余
今
汝
に
聞
は
ん
。
汝
孔
子
の
所
謂
性
と
天
道
な
る
も
の
は
、
以
て
言
ひ
て
顕
る
可
し
と
以
為
ふ
や
否

や
。
以
て
言
は
ず
し
て
隠
る
可
き
や
否
や
。
孔
子
日
く
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
、
と
。
而
る
を
子
買
は
即
ち
日
く
、
子
如

し
言
は
ず
ん
ば
、
即
ち
小
子
何
を
か
述
べ
ん
、
と
。
此
れ
其
の
竿
言
す
る
所
以
に
し
て
、
此
れ
其
の
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
所
以
な

よ
と
願
へ
り
。
林
子
日
く
、

り
。
(
四
世
一
百
標
摘
正
義
続
、
巻
二
)

文
中
「
一
貫
之
旨
、
啓
之
者
再
」

の
、
い
ま
一
つ
は
、
も
と
よ
り
衛
霊
篇
第
二
章
、
即
ち
、
子
貫
一
貫
章
を
指
す
。
ま
た
、
「
予
欲
無
言
」

に
つ
い
て
は
、
次
の
E
で
扱
う
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
の
夫
子
之
文
章
章
は
、
子
貢
一
貫
章
、
予
欲
無
言
章
と
と
も
に
、
了
悟
を
称
揚
す
る



材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

次
い
で
王
守
仁
再
伝
の
焦
紘
。

性
と
道
と
は
一
な
る
耳
。
執
れ
を
か
性
と
為
し
、
執
れ
を
か
道
と
為
さ
ん
。
執
れ
か
性
と
道
と
を
聞
か
ん
。
故
に
得
て
聞
く
可
け
れ

ば
、
猶
ほ
二
と
成
す
な
り
。
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
が
、
乃
ち
真
聞
な
り
。
曜
、
世
は
性
の
得
て
聞
く
一
吋
か
ら
ざ
る
を
知
る
も
、
悪

ん
ぞ
夫
の
文
章
の
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
文
章
の
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
を
知
れ
ば
、
即
ち
文
章
は
回
り
性
と
道
な

り
。
(
焦
民
筆
来
続
集
、
巻
一
)

文
章
す
ら
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
、
と
い
う
。
陸
王
心
学
的
理
解
の
一
典
型
と
言
え
よ
う
。

以
上
心
学
的
理
解
を
辿
っ
て
み
て
、
最
初
の
謝
良
佐
の
ケ
l
ス
に
比
し
、
端
木
賜
毘
視
の
型
が
定
着
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

(
五
)
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文
章
す
ら
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
と
い
う
、
極
端
な
了
悟
志
向
の
路
線
は
、
真
理
獲
得
の
為
の
捷
径
と
さ
れ
、

あ
る
が
、
も
と
よ
り
永
く
は
続
か
な
い
。
清
の
顧
炎
武
(
寧
人
、
亭
林
、

一
世
を
風
廃
し
た
の
で
は

一
六
一
三

t
一
六
八
二
)
は
当
時
の
風
潮
を
批
判
し
て
言
う
。

撲
遅
仁
を
問
へ
る
に
、
子
日
く
、
居
廃
恭
に
、
執
事
敬
に
、
人
に
与
る
こ
と
忠
、
と
。
司
馬
牛
仁
を
問
へ
る
に
、
子
日
く
、
仁
者
其

の
言
や
詞
と
。
是
れ
に
由
り
て
之
れ
を
充
す
、
一
日
克
己
復
礼
す
る
と
道
を
異
に
す
る
有
ら
ん
や
。
今
の
君
子
は
学
未
だ
奨
遅
司
馬

牛
に
及
ば
ざ
る
に
、
其
の
説
の
顔
骨
二
子
よ
り
も
高
か
ら
ん
と
欲
す
。
是
を
以
て
終
日
性
と
天
道
と
を
言
ひ
て
、
自
ら
其
の
禅
学
に

堕
つ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

顧
氏
が
清
朝
考
証
学
の
先
駈
と
し
て
筆
を
傘
り
は
じ
め
た
契
機
の
一
つ
に
、
心
学
に
対
す
る
批
判
が
算
え
ら
れ
る
。
こ
の
章
の
「
聞
」
に

北
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『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

関
し
て
も
、
顧
民
は
当
然
に
も
五
官
聴
覚
の
範
囲
に
限
定
し
た
。

夫
子
の
人
に
教
ふ
る
、
文
行
忠
信
、
而
し
て
性
と
天
道
と
は
其
の
中
に
在
り
、
故
に
目
く
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ず
、
と
。

(
以
上
日

知
緑
、
巻
七
)

あ
く
ま
で
も
文
献
中
心
で
あ
る
。
性
と
天
道
と
は
文
章
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
朱
莱
も
「
也
是
性
天
道
只
在
文
章

中
」
(
前
出
黄
義
剛
録
)
と
一
一
一
口
っ
て
い
た
。

蓋
し
、
朱
子
学
と
考
証
学
と
も
に
下
学
上
達
で
あ
る
か
ら
、
文
章
を
根
拠
に
す
る
点
は
も
と

よ
り
こ
の
よ
う
に
共
通
す
る
。

た
だ
し

「聞」

に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
で
は

「
後
に
な
っ
て
聞
き
得
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
は
顧
氏
と
は
奥
る
。

グ
子
買
が
聞
き
得
な
か
っ
た
d

で
は
、

グ
孔
丘
は
語
ら
な
か
っ
た
d

こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、

そ
れ
で

は
性
と
天
道
と
を
大
い
に
語
る
「
性
理
学
」

に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
道
理
な
の
で
あ
っ
た
。

下
っ
て
、
清
朝
考
証
学
徒
の
な
か
で
は
珍
ら
し
く
積
極
的
に
性
と
天
道
と
を
論
じ
た
戴
震
(
東
原
、

一
七
二
三

i
一
七
七
七
)
は
、
そ
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の
『
孟
子
字
義
疏
証
』
の
序
で
次
の
よ
う
に
一
一
一
一
日
う
。

余
れ
少
く
し
て
論
語
を
読
む
に
、
端
木
氏
の
一
一
一
口
に
日
く
、
夫
子
の
文
章
は
得
て
聞
く
司
き
も
、
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
得
て

聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
易
を
読
み
て
乃
ち
性
と
天
道
と
を
言
ふ
は
是
に
在
る
を
知
る
。
周
道
衰
え
て
、
莞
舜
同
湯
文
武
周
公

の
治
を
致
す
の
法
、
焼
乎
と
し
て
文
E

草
有
る
者
、
棄
て
ら
れ
て
陳
述
と
為
る
。
孔
子
既
に
位
を
得
ず
し
て
、
諸
を
制
度
礼
楽
に
垂
る

る
こ
と
能
わ
ず
、
是
を
以
て
之
れ
が
為
に
本
を
正
し
源
に
遡
り
、
人
を
し
て
千
百
世
の
治
乱
の
故
、
制
度
礼
楽
の
因
革
の
宜
し
き
に

於
い
て
、
権
衡
を
持
し
て
以
て
軽
重
を
御
す
る
が
如
く
、
規
矩
準
縄
の
方
圏
平
直
に
於
け
る
が
如
く
な
ら
使
む
。
一
言
は
高
速
に
似
た

れ
ど
も
言
は
ざ
る
を
得
ず
、
孔
子
自
り
し
て
之
れ
を
言
ひ
、
廷
に
前
聖
の
未
だ
一
一
一
日
は
ざ
る
所
を
言
ふ
。
孔
子
微
か
り
せ
ば
、
軌
に
従

シ}。

り
て
か
之
れ
を
聞
か
ん
。
故
に
日
く
、
得
て
開
く
可
か
ら
ず
、



最
後
の
「
不
可
得
而
間
」
は
例
の
グ
聞
き
得
た
歎
声
d

な
の
で
あ
り
、
戴
震
の
こ
の
章
の
扱
い
方
は
、
結
果
と
し
て
新
注
の
そ
れ
に
一
致

す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
宋
朔
鳳
の

「
徴
一
士
一
口
」
関
連
の
も
の
は
、
多
く
の
紙
幅
を
要
す
る
の
で
、
別
途
論
ず
る
機
会
を
持
つ
。

最
後
に
、
清
朝
に
お
け
る
代
表
的
論
語
解
釈
書
、
劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
は
ど
う
か
。
古
注
、

つ
ま
り
何
長
の
集
解
を
敷
宿
し
て
、

性
と
天
道
と
は
、
共
の
理
精
微
な
り
。
中
人
以
下
は
上
を
語
る
可
か
ら
ず
、
故
に
聞
く
を
得
ず
。

と
い
い
、
さ
ら
に
、

集
解
は
性
を
釈
し
て
鄭
と
合
し
、
其
の
天
道
を
釈
す
る
や
、
易
に
本
づ
き
て
之
れ
を
言
ふ
。
鄭
氏
の
春
秋
に
拠
り
て
吉
凶
禍
福
を
言

ふ
者
と
、
義
皆
な
至
精
、
当
に
之
れ
を
兼
取
す
ベ
し
。

と
い
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
鄭
玄
と
何
回
安
の
問
、
「
性
」

に
つ
い
て
の
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、
「
天
道
」

に
つ
い
て
は
、
日
月
五
星
変
動

の
占
と
、
元
亨
日
新
の
道
と
い
う
よ
う
に
そ
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
の
相
違
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
、

「
不
可
得
而
聞
」

一日ー

つ
い
て
も
、
鄭
玄
の
、
不
可
知
な
も
の
へ
の
言
及
を
し
な
か
っ
た
が
故
、
と
、
何
畏
の
、
深
微
な
る
が
故
、
と
い
う
よ
う
に
、
両
様
に
分

れ
る
の
は
先
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

か
t
A

る
相
違
の
存
在
と
は
別
し
て
、
個
々
の
字
句
の
古
義
を
重
ん
ず
る
劉
氏
の
立
場
か
ら
号
一
口
え

ば
、
鄭
説
も
ま
た
捨
て
難
く
、
敢
て
兼
採
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
劉
氏
が
、
鄭
玄
の
注
で
士
口
凶
禍
福
を
言
う
の
は
『
春

秋
』
に
拠
つ
て
の
こ
と
だ
、
と
い
う
指
摘
も
注
目
さ
れ
る
。

お

わ

り

以
上
、
「
聞
」
に
つ
い
て
は
、
「
知
」
「
悟
」
と
変
化
し
て
、
扱
わ
れ
か
た
は
多
様
で
あ
っ
た
。
加
え
て

ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。
認
識
は
如
何
に
し
て
可
能
か
、
如
何
に
し
て
真
理
に
到
達
す
る
か
、
致
知
の
問

「
可
」
「
不
可
」

の
処
理
も
か
ら

北
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『
論
一
乱
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

題
を
考
え
る
に
恰
好
の
素
材
が
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「性」

に
つ
い
て
も
、
孔
丘
が
聖
人
視
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
に
沿
い
、

か
つ
は
性
理
学
の
盛
衰
に
伴
っ
て
扱
わ
れ
方
が
大
い
に
変

に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
は
『
春
秋
』
に
拠
っ
て
七
政
変
動
の
占
と
い
い
、
何
曇
は
三
玄
の
一
つ
『
易
』
の
語
、
元
亨
日
新

の
道
を
用
い
て
説
き
、
朱
烹
は
理
学
の
大
成
者
に
相
応
し
く
天
理
自
然
の
本
体
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
思
潮
を
反
映
し
て
解
釈

を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。

化
し
、

「
天
道
」

総
じ
て
こ
の
章
は
、
人
間
観
、
自
然
観
、

そ
う
し
て
真
理
観
と
い
っ
た
哲
学
の
主
要
テ

l
マ
を
見
事
に
包
括
す
る
、
『
論
語
』
に
お
い

て
は
取
り
わ
け
で
貴
重
な
章
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

註

(

1

)

本
田
済
「
論
語
一
則
」
(
加
賀
博
士
退
官
記
念
中
国
文
史
哲
学
論
集
)

で
は
、
朱
烹
が
、
性
と
天
道
と
は
文
章
の
な
か
に
は
な
い
、
と
解
し
た

資
料
と
し
て
、
こ
の
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
適
当
で
な
い
。

朱
黛
は
「
性
与
天
道
便
在
這
文
章
表
、
文
章
処
、
即
是
天
道
」
と
い
う

表
現
の
、
神
的
臭
味
を
嫌
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
既
に

見
、
ま
た
後
に
繰
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
依
然
「
也
是
性
天
道
只
在
文

章
中
」
な
の
で
あ
る
。

(

2

)

安
田
二
郎
・
近
藤
光
男
『
戴
震
集
』
(
朝
日
新
聞
社
、
中
国
文
明
選
)

に
載
っ
て
い
る
戴
氏
序
文
の
口
語
訳
を
み
る
と
、
引
用
相
当
部
分
に
つ

い
て
、
は
じ
め
の
方
の
、

m
易
を
読
む
と
、
「
性
と
天
道
と
の
説
」
が
そ

こ
に
あ
る
こ
と
が
分
る
0
4

の
と
こ
ろ
に
〈
1
)
、
最
後
の
。
「
開
く
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る

f
の
と
こ
ろ
に
(

7

)

の
番
号
を
与
え
、
次
の
よ
う
に
註
記
す
る
。

(

1

)

論
語
の
言
葉
は
、
ち
ょ
っ
と
見
る
と
、
孔
子
は
性
と
天
道
と

に
つ
い
て
は
何
も
説
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
そ
う

で
あ
る
が
、
戴
氏
は
逆
に
、
孔
子
は
(
日
初
で
)
そ
れ
を
説
い
た
が
、

そ
れ
は
他
の
何
人
か
ら
も
「
聞
く
こ
と
が
で
き
ぬ
」
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
文
章
」
に
つ
い
て
は
説

が
あ
る
が
、
戴
氏
は
外
面
に
現
れ
た
徳
の
意
に
解
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

(

7

)

論
一
誌
の
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
注
(

1

)

が
述
べ
た
よ
う

な
、
全
く
逆
の
解
釈
も
成
立
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
戴
氏
以
前
の

伝
統
的
な
解
釈
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
性
と
天
道
に
つ
い
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て
の
説
は
、
極
め
て
深
遠
で
、
容
易
に
理
解
で
き
な
い
、
と
い
う
意

味
に
も
解
釈
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
戴
氏
は
そ
れ
に
対
し
て
、
極
め
て

独
自
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
聞
く
こ
と
が
で
き

な
い
」
に
つ
い
て
の
こ
の
解
釈
か
ら
行
け
ば
、
「
聞
く
こ
と
が
で
き

る
」
の
方
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
一
言
、
新
注
に
同
じ
、
と
す
れ
ば
足
り
る

の
で
あ
る
。

E 

予
欲
無
一
一
百
:
・
・
・
・
天
何
言
哉

Iま

じ

め

は
し
が
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
陽
貨
篇
の
「
予
欲
無
一
一
一
口
」
の
旬
は
、
言
語
の
有
効
性
認
否
の
視
点
か
ら
、
長
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
来
た
も
の
で
あ
り
、
木
稿
の
構
成
上
、
是
非
添
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
、
加
え
て
「
天
何
言
哉
」
の
句
は
、
十
指
に
余
る
『
論
語
』
の

の
、
そ
の
多
く
が
主
宰
神
な
い
し
絶
対
者
的
色
彩
の
濃
い
な
か
で
、
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な
か
の
「
天
」

「
自
然
」

に
近
い
数
少
な
い
例
で
あ
り
、
諸
種
の
解

釈
を
受
け
入
れ
る
べ
き
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
こ
点
に
焦
点
を
合
せ
つ
つ
、
こ
の
章
に
関
す
る
主
要
な
解
釈
を
一
覧
し

て
み
よ
う
。

(一一)

こ
の
章
に
関
し
て
、
古
注
は
、

言
の
益
を
為
す
こ
と
少
し
。
故
に
言
う
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
せ
る
な
り
。

北
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『
論
一
訪
問
』
学
而
・
性
天
・
無
弓
一
口
三
章
に
つ
い
て

と
言
う
の
み
で
あ
る
。

こ
の
何
畏
の
言
葉
は
、
皇
邪
両
疏
両
様
に
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
先
に
邪
疏
を
見
る
と
、

此
の
章
は
、
人
の
言
を
慢
ま
ん
こ
と
を
戒
し
な
る
な
り
。
子
の
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
日
ふ
者
は
、
君
子
言
に
前
に
し

て
行
に
敏
、
一
一
一
口
の
益
を
為
す
こ
と
少
き
を
以
て
の
故
に
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
せ
る
な
り
。

と
あ
り
、
「
天
何
言
哉
:
:
:
」

に
つ
い
て
も
、

此
れ
孔
子
、
天
も
亦
た
言
は
ず
し
て
令
行
は
る
る
を
挙
げ
て
以
て
警
と
為
せ
る
な
り
。
天
に
何
ぞ
嘗
っ
て
言
語
有
ら
ん
や
、
市
れ
ど

も
四
時
の
令
は
逓
ひ
に
行
は
れ
、
百
物
は
皆
な
時
に
依
り
て
生
ず
、
天
何
ぞ
嘗
っ
て
言
語
有
り
て
命
を
教
へ
ん
や
、
と
。
以
て
人
若

し
言
無
き
も
、
但
だ
其
の
行
有
れ
ば
、
亦
た
可
な
ら
ず
や
、
と
轍
へ
た
る
な
り
。

一
方
、
皇
疏
は
、
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と
い
う
か
ら
、
文
字
通
り
不
言
実
行
の
詩
え
と
と
る
の
で
あ
る
。

孔
子
、
世
其
の
言
を
用
ひ
ず
、
其
の
言
の
益
を
為
す
こ
と
之
れ
少
き
を
念
む
。
故
に
復
言
す
る
所
無
か
ら
ん
と
欲
せ
る
な
り
。

と
い
う
。
経
世
の
君
子
と
し
て
孔
子
を
捉
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
言
葉
と
い
う
も
の
の
有
効
性
は
、
こ
れ
を
是
認
す
る
形
と
な
る
。

し

か
し
現
実
に
は
世
に
用
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
無
益
で
あ
る
|

孔
子
既
に
言
ふ
こ
と
有
る
も
無
益
な
る
を
以
て
、
遂
に
言
は
ざ
ら
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
子
貴
、
若
し
遂
に
言
は
ざ
れ
ば
則
ち
門
徒

述
ぶ
る
無
し
と
怨
め
り
。
故
に
孔
子
遂
に
日
く
、
天
も
亦
た
言
は
ず
、
而
れ
ど
も
四
時
逓
行
し
百
物
互
生
す
、
此
れ
量
に
是
れ
天
に

之
れ
言
ふ
有
り
て
、
之
れ
を
し
て
然
ら
使
め
ん
や
、
と
。
故
に
、
天
何
を
か
言
ふ
や
、
と
云
へ
る
な
り
。
一
穴
既
に
言
は
ず
し
て
事
行

は
る
、
故
に
我
も
亦
た
言
は
ず
し
て
教
の
行
は
れ
ん
こ
と
を
欲
す
。
是
れ
天
に
則
り
て
以
て
化
を
行
は
ん
と
欲
せ
る
な
り
。

不
言
化
育
の
天
に
倣
い
、
自
ら
も
不
言
教
化
の
道
を
と
ろ
う
、
と
言
っ
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。



右
に
は
、
何
曇
の
「
言
之
為
益
少
、
故
欲
無
一
一
一
日
」
を
め
ぐ
っ
て
、
刑
皇
両
疏
を
対
比
し
た
が
、
何
長
と
時
を
同
じ
く
し
た
王
弼
(
輔

嗣
、
二
二
六

t
二
四
九
)
の
解
(
皇
疏
所
引
)
も
参
考
ま
で
に
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

子
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
せ
る
は
、
葦
し
木
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
せ
る
な
り
。
本
を
挙
げ
て
末
、
を
統
べ
、
物
を
瓶
一
に
於
て
示
せ

る
者
な
り
。
夫
れ
立
言
垂
教
し
て
将
に
以
て
性
に
通
ぜ
ん
と
す
れ
ば
、
弊
は
涯
に
至
り
、
寄
旨
伝
辞
し
て
将
に
以
て
邪
を
正
さ
ん
と

す
れ
ば
、
勢
は
繁
に
至
る
。
既
に
し
て
道
の
中
を
求
め
ん
と
し
て
御
す
る
に
勝
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
を
以
て
木
を
修
め
言
を
廃
し
、
天

に
則
り
て
化
を
行
ふ
。
淳
を
以
て
観
れ
ば
、
即
ち
天
地
の
心
は
不
言
に
見
れ
、
寒
暑
代
序
し
て
、
即
ち
不
一
一
一
一
日
の
令
は
四
時
に
行
は

る
。
天
は
山
一
旦
に
語
辞
た
る
者
な
ら
ん
や
。

王
弼
の
解
は
、
言
語
の
有
効
性
是
認
を
前
提
と
し
た
皇
疏
と
対
照
的
で
あ
り
、
最
初
か
ら
言
語
の
効
用
を
否
定
す
る
。
そ
の
立
場
か
ら

「
則
天
」

に
導
く
。

- 37-

王
弼
と
皇
侃
と
も
に
「
則
天
而
行
化
」
を
称
す
る
が
、
王
弼
の
立
脚
点
は
離
め
て
玄
学
的
で
あ
る
。

以
上
「
予
欲
無
言
」
に
つ
い
て
古
注
系
統
で
は
三
者
三
様
の
理
解
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
王
弼
コ
一
一
一
口
葉
は
そ
も
そ
も
末
で
あ
る

か
ら
」
。
皇
侃
「
発
言
が
世
に
用
い
ら
れ
な
い
か
ら
」
。
邪
旦
内
「
言
葉
よ
り
も
行
動
が
大
切
だ
か
ら
」
。

次
い
で

「
天
何
言
哉
」

に
つ
い
て
考
え
て
お
こ
う
。
前
述
の
通
り
何
曇
は
「
言
之
為
益
少
、
故
欲
無
一
一
一
一
日
」

と
言
う
の
み
で
あ
っ
て
、

「天」

に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
邪
高
も
「
天
何
言
哉
」
以
降
を
、
単
な
る
警
と
と
っ
て
重
視
し
て
い
な
い
。
今
問
題
と
な
る
の
は
王
弼
と

皇
侃
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
、
孔
子
は
天
に
則
っ
て
化
を
行
わ
ん
と
し
た
、
と
解
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
の

「
則
天
」

と
は
、

一
体
い
か

な
る
意
味
合
い
の
言
葉
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
と
り
た
て
て
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
注
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
「
則
天
」

の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

「
則
天
」

の
語
句
を
含
ん
で
い
る
泰
伯
篇
の
「
謀
説
乎
唯
天
為
大
、

唯
亮
則
之
、

蕩
蕩
乎
民
無
能
名
鷲
」

に
対
す
る
王
皇
両
者
の
注
釈
態
度
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

北
大
文
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『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

王
弼
・
:
聖
人
は
則
天
の
徳
有
り
。
唯
だ
尭
の
み
之
れ
に
則
る
と
称
せ
る
所
以
の
者
は
、
唯
だ
莞
の
み
時
に
於
て
則
天
の
道
を
全
う
し

た
れ
ば
な
り
。
蕩
蕩
と
は
無
形
無
名
の
称
な
り
。
夫
れ
名
の
名
と
す
る
所
の
者
は
、
善
の
章
ら
か
に
す
る
所
有
り
、
恵
の
存
す
る
所

有
る
に
生
ず
。
善
悪
相
ひ
須
ち
て
名
分
形
る
。
夫
の
大
愛
無
私
な
る
が
若
き
、
恵
は
持
た
安
く
に
か
在
る
、
至
美
無
偏
な
る
、
名
は

持
た
何
く
に
か
生
ぜ
ん
。
故
に
則
天
成
化
、
道
は
自
然
に
同
じ
、
云
々
。

皇
侃
:
・
則
天
の
徳
有
る
所
以
の
者
は
、
夫
れ
天
道
は
無
私
、
唯
だ
徳
に
是
れ
与
し
、
尭
は
天
位
有
る
も
舜
に
禅
り
、
亦
た
唯
だ
徳
に

是
れ
与
し
、
功
遂
げ
て
身
退
く
、
則
ち
天
に
法
り
て
化
を
行
へ
ば
な
り
。

一
読
、
両
者
と
も
に
老
子
的
天
道
観
に
立
脚
し
て
則
天
を
解
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
謂
う
に
こ
の
大
哉
尭
之
為
君
章
は
、
王
皇

両
者
が
そ
の
道
家
的
天
道
観
を
持
ち
込
む
素
材
と
し
て
、
論
語
の
中
で
は
最
も
恰
好
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
「
天
」
は
、

殆
ん
ど
天
地
自
然
と
同
義
と
考
え
得
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
「
予
が
否
き
所
の
者
は
、
天
之
れ
を
厭
て
ん
(
薙
也
篇
)
や
、

「
我
を
知
る
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者
は
其
れ
天
か
」
(
憲
間
篇
)
な
ど
な
ど
、

道
家
的
天
道

多
く
の
論
語
の
な
か
に
見
ら
れ
る
人
格
的
「
天
」
の
諸
章
の
解
に
当
つ
て
は
、

観
は
馴
染
む
ま
い
。
事
実
、
そ
の
よ
う
な
両
者
に
よ
る
解
釈
例
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
主
宰
神
と
と
り
う
る
こ
れ
ら
も
ろ
も
ろ
の
「
天
」

の
「
天
」
は
、
天
地
自
然
的
要
素
を
併
せ
も
つ
か
ら
、
王
皇
両
者
は
そ
の
道
家
的
天
道
観
を
託
し
得

の
な
か
で
、

一
つ
、
「
天
何
言
哉
」

た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
「
天
何
言
哉
」

に
か
か
わ
る
王
皇
両
者
の
「
則
天
」
も
、
道
家
的
性
格
の
も
の
と
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

一

一

)

宋
学
に
在
つ
て
は
、
「
予
欲
無
号
一
口
」
「
天
何
言
哉
」
、
と
も
に
新
た
な
意
味
合
い
を
込
め
て
解
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
程
頴
は
言
う
。

孔
子
の
如
き
に
至
り
で
は
、
道
は
日
星
の
如
く
之
れ
明
か
な
る
も
、
猶
ほ
門
人
の
未
だ
尽
く
は
暁
る
能
は
ざ
る
を
息
ふ
。
故
に
日



く
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
、
と
。
顔
子
の
若
き
は
則
ち
使
ち
黙
識
せ
る
に
、
其
の
他
は
則
ち
未
だ
疑
ひ
問
ふ
を
免
れ
ず
。

故
に
、
小
子
何
を
か
述
べ
ん
、
と
日
へ
る
に
、
又
た
日
く
、
天
何
を
か
言
ふ
や
、
四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
、
と
。
明
白
な
り
、
と
謂

ひ
っ
可
し
。

天
地
自
然
の
営
み
の
そ
の
如
く
、
孔
子
の
道
は
明
明
白
白
、
言
葉
を
加
え
る
必
要
は
な
い
、
と
言
う
意
味
で
予
欲
無
言
と
言
っ
た
、
と
解

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
条
は
、
『
程
氏
遺
書
』
の
巻
頭
に
在
り
、
『
論
語
精
義
』
、
『
論
語
集
詑
』
に
も
採
ら
れ
て
い
て
、
宋
学
に
お
け

る
、
予
欲
無
言
章
の
解
釈
の
方
向
を
決
定
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

『
論
語
或
問
』
に
は
、

こ
の
程
頴
の
言
の
ほ
か
、
張
載
〈
二
則
の
う
ち
の
一
則
)
と
謝
良
佐
の
も
の
が
褒
め
ら
れ
て
い
る
。

と
も
に

『
論
語
精
義
』
か
ら
転
載
し
て
お
こ
う
。

ん
や
。
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横
渠
日
く
、
天
道
は
四
時
行
は
れ
百
物
生
じ
、
至
教
に
非
ざ
る
は
無
く
、
聖
人
の
動
は
至
徳
に
非
ざ
る
は
無
し
。
夫
れ
何
を
か
言
は

天
道
と
孔
子
を
併
称
す
る
こ
の
張
載
の
言
葉
を
、
朱
窯
は
、
自
ら
の
本
注
の
下
敷
き
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
観
点
は
、
後
述
の
ご

と
く
朱
棄
新
注
の
特
徴
の
一
つ
を
形
ち
づ
く
る
こ
と
と
な
る
。

謝
日
く
、
天
地
に
大
美
有
り
、
四
時
に
明
法
有
り
。

言
ふ
こ
と
無
き
を
以
て
し
て
隠
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
四
時
行
は
れ
百

物
生
、
ず
、
と
は
、
所
謂
吾
れ
爾
に
隠
す
無
き
な
り
。

こ
の
謝
良
佐
の
言
葉
は
、
孔
子
の
道
は
明
白
、
と
解
す
る
程
頴
の
説
と
重
り
合
う
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
朱
烹
は
、
こ
れ
を
集
注
閏

外
の
自
ら
の
案
語
の
な
か
に
採
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
朱
烹
本
法
と
そ
の
案
語
を
掲
げ
よ
う
。

北
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文
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『
論
一
副
巴
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
る
は
、
天
理
の
発
見
流
行
の
実
に
非
ざ
る
は
莫
き
こ
と
、
一
一
一
口
ふ
を
待
た
ず
し
て
見
る
可
く
、
聖
人
の
一
動
一

静
は
、
妙
道
精
義
の
発
に
非
ざ
る
は
莫
く
、
亦
た
天
な
る
の
み
、
査
に
言
ふ
を
待
ち
て
顕
れ
ん
や
。
此
れ
亦
た
子
買
に
開
示
す
る
の

切
な
る
に
、
惜
し
い
か
な
其
れ
終
に
鳴
ら
ざ
る
な
り
。

愚
按
ず
る
に
、
此
れ
前
篇
の
隠
す
無
き
の
意
と
相
ひ
発
す
。
学
者
之
れ
を
詐
に
せ
よ
。

『
集
注
』
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
圏
外
に
前
掲
の
程
頴
の
説
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

の
「
天
」

さ
て
、
朱
宣
岡
山
の
木
詑
の
特
徴
の
第
一
は
、
「
天
」
を
「
天
理
」
の
語
に
置
き
か
え
て
、
観
念
化
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
@

は
、
前
節
で
も
考
察
し
た
よ
う
に
、
主
宰
神
と
い
う
よ
り
は
、
天
地
自
然
と
し
て
の
色
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
。

イ本

こ
の
早
早

き
れ
ば
こ
そ
王

弼
や
皇
侃
は
、
道
家
的
天
道
観
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
下
っ
て
朱
烹
は
理
学
的
天
道
観
に
よ
っ
て
解
釈
し
た
の
で
あ
っ

た
。
朱
烹
が
そ
の
木
注
に
お
い
て
天
を
理
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
た
ケ
l
ス
と
し
て
は
、
八
借
篇
第
十
三
章
の

也
」
に
「
天
則
理
也
、
其
尊
無
対
」
と
注
し
た
一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
此
の
我
欲
無
言
章
は
、
天
と
理
を
結
び
つ
け
る
べ

「
獲
罪
於
天
、
無
所
持
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き
素
材
と
し
て
、
好
個
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
天
」
を
「
理
」

に
結
び
つ
け
て
解
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
別
の
側
一
由
か
ら
言
え
ば
、
経
文
中
に
お
け
る
「
天
」

の
語
の
比
重
を
軽
く

し
て
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
語
類
』
に
見
ら
れ
る
次
の
林
択
之
と
の
問
答
に
は
、
そ
の
聞
の
事
情
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

先
生
、
林
択
之
に
問
ふ
、
天
何
を
か
言
ふ
や
、
四
時
行
は
れ
、
百
物
生
ず
、
の
此
の
三
旬
、
何
れ
の
句
か
較
べ
て
好
き
、
と
。
対
へ

て
日
く
、
四
時
行
は
れ
、
百
物
生
ず
、
の
二
句
好
し
、
と
。
先
生
因
り
て
説
く
、
択
之
、
看
得
て
是
な
り
。
只
だ
、
四
時
行
は
れ
、

百
物
生
ず
る
の
み
に
し
て
、
所
謂
天
何
を
か
言
ふ
や
、
は
、
巴
に
其
の
中
に
在
り
、
と
。

特
徴
の
第
二
と
し
て
は
、
天
理
の
発
現
と
し
て
の
天
行
と
、
孔
丘
の
言
動
を
同
一
視
し
、
孔
丘
の
絶
対
化
に
資
し
て
い
る
点
で
あ
る
。



「
天
地
」
と
「
孔
丘
」
は
同
等
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

現
者
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
訳
と
な
る
が
、
朱
棄
が
そ
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
事
情
は
、
呂
畳
間
の
録
せ
る
い
『
語
類
』
凶
所
載
の
次

こ
の
場
合
、
孔
丘
は
天
理
の
具

明
々
白
々
な
る
存
在
、
と
い
う
意
味
で
、

の
問
答
に
、
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

間
ふ
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
、

の
一
章
は
、
恐
く
は
是
れ
言
は
尽
す
能
は
ざ
る
所
有
り
、
故
に
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲

せ
る
や
否
や
、
と
。

な
り
。

四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
、

日
く
、
是
れ
此
の
如
く
な
ら
ず
。
只
だ
是
れ
説
く
を
消
ひ
得
、
ざ
る
の
み
。
蓋
し
己
に
都
な
撒
ち
出
し
来
り
了
る

の
如
き
、
天
は
又
た
更
に
箇
の
甚
底
を
か
説
か
ん
。
若
し
是
れ
言
ふ
こ
と
尽
す
能
は
ず
と
な
れ

ば
、
使
ち
是
れ
未
だ
尽
さ
ざ
る
所
有
る
な
り
。
聖
人
の
言
ふ
処
ま
た
尽
し
、
倣
す
処
ま
た
尽
し
、
動
容
周
旋
尽
さ
ざ
る
無
し
。
惟
だ

其
れ
尽
さ
ざ
る
無
し
、
所
以
に
説
く
を
消
ひ
得
、
ず
し
て
了
る
。

(

一

ニ

)
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ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
の
章
が
言
外
の
も
の
を
求
め
さ
せ
る
趣
旨
、
と
解
さ
れ
る
傾
向
は
夙
に
存
在
し
た
。
宋
代
以
前
に
遡
る
こ
と
に
な

る
が
、
既
に
見
た
王
弼
の
「
子
欲
無
言
、
葦
欲
明
本
、
挙
本
統
末
而
示
物
於
極
者
也
」
と
い
う
解
釈
態
度
は
、
ま
さ
に
そ
の
鳴
矢
と
言
え

る
。
こ
の
傾
向
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
唐
代
の
も
の
で
は
『
論
語
筆
解
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

韓
日
く
、
此
の
義
最
も
深
し
。
先
儒
は
未
だ
之
れ
思
は
ざ
る
な
り
。
吾
謂
へ
ら
く
、
仲
尼
は
言
ふ
こ
と
無
き
に
非
ざ
る
な
り
。
特
に

此
を
設
け
て
以
て
子
賞
を
誘
へ
る
な
り
。
以
て
言
語
科
は
未
だ
言
を
忘
れ
て
黙
識
に
至
る
能
は
ざ
る
を
明
か
に
す
。
放
に
一
云
ふ
、
天

何
を
か
言
ふ
や
、
と
。

且
に
子
貢
を
激
し
て
徳
行
科
に
進
ま
使
め
ん
と
せ
る
な
り
。

李
日
く
、
聖
人
の
言
に
深
し
。
子
買
に
非
ざ
れ
ば
軌
か
能
く
之
れ
を
言
ひ
、
軌
か
能
く
之
れ
を
黙
識
せ
ん
や
。

吾
れ
上
篇
を
観
る

北
大
文
学
部
紀
要



『
論
語
』
学
而
・
性
天
・
無
言
三
章
に
つ
い
て

に
、
子
貢
日
く
、
夫
子
の
言
、
性
の
天
道
に
与
へ
ば
、
得
て
聞
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
と
。
又
た
下
一
篇
に
、
陳
子
禽
、
子
貢
は
仲

尼
よ
り
も
賢
な
り
と
謂
ふ
に
、
子
貢
日
く
、
君
子
は
一
言
以
て
不
知
と
為
す
、
号
一
日
は
慣
ま
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
夫
子
は
猶
ほ
天

の
階
し
て
升
る
可
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
、
と
。
此
れ
は
是
れ
子
貢
己
に
仲
尼
天
何
を
か
言
は
ん
や
の
意
を
識
れ
る
こ
と
明
ら
け
し
。

小
子
何
を
か
述
べ
ん
と
称
せ
る
者
は
、
聖
人
の
言
を
探
引
す
る
所
以
な
り
、
誠
に
深
き
か
な
。

韓
愈
は
、
「
予
欲
無
言
」

の
言
葉
を
黙
識
へ
の
教
え
と
捉
え
、
李
朝
は
、
「
予
欲
無
言
」
と
言
わ
れ
た
時
点
で
既
に
子
貢
が
言
外
の
意
を
識

り
分
け
て
い
た
と
判
断
す
る
。
共
に

「
言
葉
」
は
超
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。

宋
代
の
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
蘇
轍
(
子
由
、

一
O
三
九

t
一
一
一
一
一
)
の
『
論
語
拾
遺
』
を
見
ょ
う
。

て
意
を
宜
同
ふ
。
一
マ
一
口
に
因
り
て
道
を
失
へ
ば
、
即
ち
言
は
田
氏
る
可
き
な
り
。
故
に
日
く
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
、
と
。
聖
人

の
人
に
教
ふ
る
亦
た
術
多
く
、
行
止
語
黙
教
に
非
ざ
る
者
無
い
き
に
、
子
貢
は
言
を
聴
く
に
習
ふ
も
、
未
だ
其
の
余
を
知
ら
ず
。
故
に
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古
の
道
を
伝
ふ
る
者
、
必
ず
言
を
以
て
す
。
達
せ
る
者
は
意
を
得
て
言
を
忘
る
れ
ば
、
即
ち
言
は
尚
ぶ
可
き
な
り
。
小
人
は
言
を
以

子
如
し
言
は
ず
ん
ば
則
ち
小
子
何
を
か
述
べ
ん
と
日
へ
る
に
、
子
日
く
、
天
何
を
か
言
ふ
や
、
四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
、
と
。
夫
れ

臥
一
一
旦
に
感
じ
て
之
れ
に
通
ず
る
を
以
て
せ
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。

一
日
は
文
字
通
り
益
蹄
な
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
張
九
成
の
『
論
語
百
篇
詩
』
の
中
の
一
首
を
見
て
お
こ
う
。

如
何
夫
子
欲
無
言

如
何
ぞ
夫
子
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
は

此
理
疑
其
或
未
然

此
の
理
疑
ふ
ら
く
は
其
れ
或
ひ
は
未
だ
然
ら
ざ
ら
ん

若
看
陰
陽
運
行
処

若
し
陰
陽
運
行
す
る
の
処
を
看
れ
ば



方
知
与
物
白
周
旋

方
に
知
ら
ん
物
と
自
ら
周
旋
す
る
を

言
う
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
、
夫
子
、
が
言
っ
た
そ
の
わ
け
は
、
単
に
言
わ
ず
に
い
よ
う
と
い
う
に
は
止
る
ま
い
|
|
言
葉
の
枠
を
越
え

よ
と
教
え
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

陸
九
淵
の

「
予
欲
無
言
、
即
是
言
了
」

と
い
う
議
論
に
つ
い
て
は
既
に

E
に
お
い
て
取
上
げ
た
。
蓋
し
こ
の
章
の
取
扱
い
方
と
し
て
最

も
高
踏
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

明
代
に
入
っ
て
既
に
中
期
、
童
濃
(
復
宗
、
礎
石
、

一
四
五
八

t
一
五
三
四
)
が
右
の
陸
九
淵
の
言
葉
に
触
発
さ
れ
て
一
首
の
詩
を
作

っ
て
い
る
。
彼
は
晩
年
六
七
歳
に
到
っ
て
か
の
王
守
仁
に
会
い
、
そ
の
致
良
知
の
説
に
感
動
し
て
、
十
四
歳
も
の
年
長
で
あ
る
に
も
か
L

わ
ら
ず
弟
子
の
礼
を
と
っ
た
人
。
『
従
吾
道
人
語
録
』
よ
り
。

象
山
云
ふ
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
、
と
は
、
即
ち
是
れ
言
ひ
了
れ
る
な
り
、
と
。
此
に
象
山
は
聖
人
の
離
を
発
せ
る
な

り
。
余
是
れ
に
因
り
て
夫
子
の
答
へ
ざ
る
の
意
を
悟
り
、
而
し
て
先
儒
の
未
だ
尽
さ
ざ
る
或
る
を
疑
ふ
。
且
つ
雨
宮
括
は
既
に
此
の

ーのー

擬
を
懐
に
し
、
夫
子
は
復
た
嫌
疑
を
避
く
。
彼
此
窺
伺
す
る
は
是
れ
宣
に
聖
賢
の
気
象
な
ら
ん
や
。
因
り
て
偶
ま
一
詩
を
成
せ
り
、

云
ふ
、

此
事
何
須
苦
勘
磨

此
の
事
何
ぞ
須
ひ
ん

苦
し
み
て
勘
，
陪
す
る
を

冗
然
無
語
正
森
羅

冗
然
と
し
て
語
な
き
は
正
に
森
羅

若
探
聞
意
難
為
答

若
し
間
意
を
探
れ
ば
答
を
為
し
難
し

夫
子
胸
中
答
巳
多

夫
子
の
胸
中

答
ふ
る
こ
と
己
に
多
し

明
代
の
も
の
と
し
て
は
、
さ
ら
に
林
兆
思
の
『
四
書
標
摘
正
義
』
統
巻
こ
か
ら
次
の
文
を
引
い
て
お
く
。

北
大
文
学
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『
論
一
誼
巴
学
而
・
性
天
・
無
一
一
日
三
章
に
つ
い
て

鋒
者
は
以
て
鐘
鼓
の
戸
に
与
る
無
く
し
て
、
聡
な
ら
使
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
警
者
は
以
て
文
章
の
観
に
与
る
無
く
し
て
、
明
な
ら

使
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
常
人
は
以
て
知
ら
使
む
可
か
ら
ざ
る
の
道
に
与
る
無
く
し
て
、
聞
な
ら
使
む
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
余
是
に

於
て
知
る
、
予
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
は
、
孔
子
の
至
言
に
し
て
、
吾
知
有
ら
ん
や
、
知
無
き
な
り
と
は
、
孔
子
の
真
知
な

る
を
。

「
不
可
使
知
之
道
」
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
「
真
知
」

へ
の
道
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
同
じ
く
明
代
の
も
の
と
し
て
い
ま
一
つ
、

周
宗
建
(
一
五
八
二

t
二
ハ
二
六
)
の
『
論
語
商
』
。

此
の
章
の
書
意
は
亦
た
言
語
の
外
従
り
想
像
す
る
を
須
ち
て
始
め
て
得
、
と
な
り
。
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
と
は
、
人
の
之
れ

を
言
外
に
求
む
る
を
欲
せ
る
な
り
。

言
は
ざ
れ
ば
何
を
か
述
べ
ん
の
一
間
は
、
侭
て
悟
頭
有
り
。
言
語
を
除
却
し
て
何
処
従
り
消
息

を
討
め
ん
、
と
、
子
貢
の
機
鋒
に
非
ざ
れ
ば
、
未
だ
敢
へ
て
使
ち
此
の
日
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
天
何
を
か
言
は
ん
、

の
一
山
谷
は
、
略
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一
無
言
の
光
景
を
指
出
し
、
子
貢
を
し
て
慨
然
之
れ
を
一
言
外
に
求
め
使
む
、
只
だ
好
く
個
の
影
子
を
作
り
て
、
津
々
と
し
て
指
点
せ

る
の
み
。
分
析
解
説
の
語
を
着
し
得
ざ
り
し
な
り
。

(
四
)

こ
の
章
の
解
釈
史
の
問
題
と
し
て
は
、
「
我
欲
無
言
」
!
i
h
言
語
の
は
た
ら
さ
の
側
面
、
の
外
に
、
「
天
何
言
哉
」
|
|
天
の
と
ら
え
方
の

側
面
が
存
在
し
、
既
に
道
家
的
天
道
観
と
理
学
的
天
道
開
を
反
映
し
た
も
の
に
就
い
て
は
、
触
れ
得
た
。
こ
こ
で
は
残
る
二
つ
の
タ
イ
プ

に
つ
い
て
考
察
し
て
お
こ
う
。

一
つ
は
、
天
を
意
志
あ
る
も
の
と
し
て
解
す
る
も
の
で
、
我
が
荻
生
祖
徐
(
一
ム
ハ
ム
ハ
ム
ハ

t
一
七
二
八
)
に
見
ら
れ
る
。
祖
彼
は
、
こ
の



章
は
礼
楽
の
教
え
の
為
に
発
せ
ら
れ
た
、

と
い
う
立
場
を
と
る
。

「
我
欲
無
言
」

と
い
う
の
も
、
礼
楽
の
義
は
言
葉
で
は
尽
し
得
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
、
と
考
え
る
。
次
い
で
言
う
Q

夫
れ
礼
楽
は
事
の
み
、
言
語
有
る
こ
と
莫
し
。
亦
た
其
の
先
王
を
尊
ぶ
こ
と
天
の
如
し
、
故
に
天
を
引
き
て
以
て
其
の
言
ふ
を
待
た

ず
し
て
之
れ
を
黙
識
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
せ
る
な
り
。

天
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
先
王
の
道
、
礼
楽
、
そ
れ
へ
の
無
条
件
絶
対
の
服
従
1
1
|
但
徐
の

に
お
け
る
朱
烹
の
か
の
案
語
も
批
判
の
対
象
と
な
る
。

「天」

は
あ
く
ま
で
も
尊
い
。
従
っ
て
新
注

朱
子
は
亦
た
、
前
篇
の
隠
す
無
し
の
意
と
相
ひ
発
す
と
謂
ふ
も
、
是
れ
亦
た
其
れ
相
ひ
近
し
と
謂
は
ん
の
み
。
彼
は
己
を
以
て
之
れ

を
言
へ
り
、
故
に
天
を
引
か
ず
。
此
れ
は
先
王
の
道
を
以
て
之
れ
を
言
へ
り
、
故
に
倫
ふ
る
に
天
を
以
て
す
。
孔
子
天
を
尊
ぶ
こ
と

至
れ
り
。
先
王
の
道
を
尊
ぶ
こ
と
至
れ
り
。
量
に
天
を
以
て
自
ら
に
倫
へ
ん
や
。

ーのー

天
理
の
具
現
者
と
し
て
孔
丘
を
描
き
出
す
朱
蒸
に
対
し
、
敬
天
の
君
子
と
し
て
孔
丘
を
提
え
る
但
妹
、
両
者
の
相
違
の
最
も
際
立
つ
部
分

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
祖
徐
に
お
け
る
「
天
」

に
は
絶
対
者
的
色
彩
が
強
い
。
そ
れ
は
、
か
の

「
大
哉
尭
之
為
君
也
、
講
説
乎
、
唯
天
為
大
、
唯

発
則
之
」

の
扱
い
方
に
も
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。

数
数
乎
と
は
莞
を
称
せ
る
な
り
、
天
を
称
せ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
唯
だ
天
を
大
な
り
と
為
し
、
唯
だ
尭
の
み
之
れ
に
則
る
、
故
に
説

説
乎
た
り
と
日
ふ
。
朱
註
に
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
物
の
高
大
な
る
天
に
過
ぐ
る
者
有
る
莫
く
、
独
り
尭
の
徳
能
く
之
れ
に
準
ふ
、

と
。
是
れ
高
大
の
二
字
を
議
議
乎
に
貼
す
、
非
な
り
。
識
調
乎
は
本
と
山
を
以
て
之
れ
を
言
ふ
。
宣
に
以
て
天
を
賛
ふ
可
け
ん
や
。

(
以
上
、
論
語
徴
)

北
大
文
学
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『
論
.
訟
』
学
一
山
・
性
天
・
都
知
一
言
三
掌
に
つ
い
て

従
っ
て
、
訓
み
も
「
大
な
る
哉
、
尭
の
君
為
る
や
、
轟
轟
乎
た
り
。
:
:
:
」
と
な
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
朱
嘉
が
「
天
則
理
也
」
と
注
し
た
前
掲
の
か
の
「
獲
罪
於
天
、
無
所
持
也
」
も
、
但
徐
に
と
っ
て
は
、
天
に
心
の
あ

る
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。

易
に
日
く
、
復
は
其
れ
天
地
の
心
を
見
る
か
、
と
。
天
の
心
有
る
は
、
豊
に
彰
彰
と
し
て
著
明
な
ら
ず
や
。
故
に
書
に
日
く
、
惟
れ

天
は
親
し
む
無
し
、
克
く
敬
す
る
に
惟
れ
親
し
む
、
と
。
又
た
日
く
、
天
道
は
普
に
福
し
淫
に
禍
す
、
と
。
易
に
日
く
、
天
道
は
盈

て
る
を
防
き
、
謙
な
る
に
益
す
、
と
。
孔
子
日
く
、
皿
作
を
天
に
獲
れ
ば
祷
る
所
無
き
な
り
、
と
。
畳
に
天
の
心
を
以
て
之
れ
を
言
へ

る
に
非
ず
や
。
(
弁
名
下
)

一
方
、
清
儲
劉
宝
楠
は
、
こ
の
章
の

「
天
」
を
自
然
の
運
行
と
見
倣
し
て
注
解
を
施
し
た
。
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総
じ
て
、
但
彼
の

「天」

は
、
意
志
を
持
ち
、
畏
敬
す
べ
き
存
在
な
の
で
あ
っ
た
。

の
四
時
之
副
・
人
副
天
数
の
町
筋
か
ら
引
い
て
、
「
是
れ
百
物
の
生
は
、
四
時

に
随
ひ
て
興
蔵
を
為
す
な
り
」
と
言
い
、
次
い
で
『
詩
経
』
文
王
の
「
上
天
之
裁
無
声
無
臭
」
を
引
い
て
、
「
天
は
言
は
ず
し
て
事
成
る
、

劉
氏
の
引
用
し
た
文
献
は
五
つ
。
先
ず
、
『
春
秋
繁
露
』

故
に
無
声
無
臭
な
り
」
と
言
い
、
さ
ら
に
『
礼
記
』
京
公
間
篇
の
「
孔
子
云
、
無
為
而
物
成
、
是
天
道
也
。

己
成
而
明
、
是
天
道
也
」

と
、
『
萄
子
』
天
論
篇
の
「
列
星
随
旋
、
日
月
逓
招
:
:
:
皆
知
其
所
以
成
、
莫
知
其
無
形
、
夫
是
之
謂
天
」
を
引
い
た
あ
と
、
次
の
よ
う

に
言
う
。案

ず
る
に
、
聖
人
は
天
に
法
る
。
故
に
大
易
に
は
成
な
取
り
て
象
と
為
し
、
夫
子
易
伝
に
特
り
之
れ
を
発
明
す
。
故
に
日
く
、
大
人

は
天
地
と
其
の
徳
を
合
し
、
日
月
と
其
の
明
を
合
し
、
四
時
と
其
の
序
を
合
し
、
鬼
神
と
其
の
士
口
凶
を
合
す
。
天
に
先
だ
ち
て
天
違

は
ず
、
天
に
後
れ
て
天
の
時
を
奉
ず
、
と
。
其
の
人
に
教
ふ
る
に
も
亦
た
身
を
以
て
則
と
作
す
。
故
に
威
の
畏
る
可
き
有
り
、
儀
の



象
る
可
き
有
る
こ
と
、
亦
た
天
道
の
直
然
循
行
し
、
之
を
望
み
て
知
る
可
く
、
之
れ
に
儀
り
て
得
可
き
が
如
し
。

回
り
必
ず
し
も
詳

誇
然
と
し
て
話
言
有
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
(
論
語
正
義
)

劉
民
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
は
、
可
視
的
自
然
物
と
し
て
の

「天」

で
あ
り
、
先
秦
漢
代
の
諸
文
献
も
、

そ
の
枠
内
の
も
の
と
し
て
引
か

れ
て
い
る
。

「天」

に
ま
つ
わ
る
観
念
的
い
ろ
づ
け
を
抑
制
し
た
点
、

他
の
諸
注
解
に
比
し
て
、
平
明
と
評
す
べ
き
で
あ
る
。

お

わ

り

「
我
欲
無
言
」
に
関
し
て
の
、
玄
学
・
心
学
の
立
場
か
ら
の
注
解
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
玄
学
で
あ
り
、
心
学
で
あ
る
た
め
の
絶
対

不
可
欠
の
意
志
表
示
で
あ
っ
た
。
別
の
角
度
か
ら
言
え
ば
、
言
語
の
効
用
を
低
く
見
る
そ
の
認
識
方
法
を
主
張
す
る
た
め
の
、
こ
の
四
文

字
は
ま
さ
に
恰
好
の
素
材
で
あ
っ
た
と
称
す
べ
き
で
あ
る
。
か
た
わ
ら
、
「
天
」
に
関
し
て
は
、
意
志
あ
る
も
の
と
し
て
、
自
然
物
と
し

て
、
道
家
的
な
も
の
と
し
て
、
理
法
的
な
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
、
注
解
は
多
彩
で
あ
っ
た
。

の
諸
相
に
触
れ
得
た
こ
と
も
、
こ
の
章
の
解
釈
史
を
扱
っ
た
成
果
に
算
え
う
る
の
で
あ
る
。

以
上;

- 47ー

「天」

(
一
九
九
一
年
一

O
月
三
二
日
)

北
大
文
学
部
紀
要


